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は じ め に

昭和53年 度は,そ の最初 の 日であ る4月1日 付け をもって,関 野所長が退官 され,

代 って伊藤 が新所長 に就任 した。 したが って本年度は新所長 のもとでの第1年 度 であ

る。 ただ し所 長 としての御挨拶 は,す でに前 号に記 したか ら,こ こでは重複を避け る

ことといた したい。

さて,昭 和53年 度 をふ りか えってみ ると,比 較的平穏裡に推移 した年度であ った と

い って よか ろ う。 人事 の移 動 も比較的少 なか ったが,た だ3力 年間庶務課長 として研

究所 の運営 に努力され てきた松原庶務課 長は,こ の年度末を もって国立極地研究所に

転出され た。 当研究所 におけ る積極的な活動に対 し敬意 と感謝の意を表 し,新 しい職

場におけ る一層 の活躍 を期 待 したい。

所 内の制度 整備 の一環 と しては,招 へい研究員規程 と名誉研究員に関す る内規 とを

定めた。前者は当年度 より発足 した制度 で,国 内及び国外か らの優れた研究者を招へ

い して,共 同研究 の実 をあげ よ うとす るもの で,本 規程は この制度を円滑に実施する

ため,招 へ い者 の資格,選 考法,任 務等を定めた ものであ る。名誉研究員の内規は,

長年 当研究所 の研究に業績 をあげ,所 の運営,発 展に尽力 された先輩諸氏の功に報い

る趣 旨か ら出た ものであ る。先輩諸氏には倍旧の御 好意を寄せていただけ ることを期

待 し,か つお願い申 し上げたい。

研究活動では,各 部 とも格別新規計画の発足はなか ったが,従 来か らの計 画にそっ

た研究 の発展がみ られた ことは喜ば しし1。しか し国家行政 全体 の緊縮傾 向に影響 され

て,定 員,予 算 とも増加が意に まかせなかった ことは致 し方 ない こととはいえ,残 念

であ った。

事業関係 では,ま ず黒 田清輝巡回展を千葉 市の千葉 県立 美術 館で同館 との共催 によ

り行 った。 また文化財の保存 と修復 に関する国際研究集会 は,そ の第2回 を,文 化財

と分析化学 とい うテーマで開催 した。文化財 に関す る海外 との交流 がます ます盛 んと

なることが期待 され る。

昭 和55年3月

東京国立文化財研究所長

伊 藤 延 男
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1設 立の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであ るが,そ の前身 であ り母体 となった

ものは,昭 和5年 に創設 された帝 国美術院附 属美術研究所 である。

この美術研究所 は,大li三13年7月,故 帝 国美術院長子爵黒 田清輝 の遺言 によ り美術

奨励事業 のために出拍 した資金で遺 言執行人 が選択決定 した事業 であ る。す なわ ち遺

言執行人代 表伯碍樺 山愛輔は,故 子爵 の遺志 に したが ってこの資金 で行 うべ き事業 の

選定 を伯厨牧野仲顕に一任 した。牧野伯iは 帝 国美術院長福原錬二郎及び東京美術学

校 長正木 直彦 とはか って諸方面の意見を徴 し,ま た我が国美術上の必要に照 ら して次

の事業を行 うこととした。

(1}美 術に関す る基礎的調査研究機関 として美術研 究所 を設け ること。

② 黒田子爵の作品を陳 列 して同子爵の功績 を記 念するこ と。

(3}前 二項の 目的を達す るために適当な建物 を造営 すること。

(4)事 業成立 の うえは一 切 これ を政 府に寄附す ること。

2年 表

q

昭和 元 年12月 前記の事業を遂行す るため委員会が設置 され,東 京美術学校長正木

直彦 が委 員長に就任 し,美 術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田

子爵作 品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和 田英作 ・

同藤島武二及び大給近清,建 築造営について東京美術学校教授 岡田信一郎,会 計事

務について遺 言執行人打 田伝吉を各委員 と して事務を分掌進行 させ た。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始 した。

同 年10月 東京 市上野 公園内に鉄筋 コ ソ ク リ ー ト造,半 地階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起工 した(本 館)。

同3年9月 前記 の建物が竣工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図

書 ・写 真等 の研究資料 を設備 し,ま た館内に黒 田子爵記念室を設け,同 子爵の作品

1
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を陳列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺 山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に

金15万 円をそ えて帝国美術院長 に寄附 を願 い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 によ り帝 国美術院 に附属美術 研究所が 置かれ,東 京美

術学校長正木 直彦 が同研究所 の主事 に補せ られ た。

同 年10月17日 美 術研 究所 開所 式を挙行 した。

同7年1月 美 術研 究所 の研 究成 果発表機関誌 として,定 期 刊行 物 「美 術研究」

を創刊 した。

同 年4月18日 株 式会社朝 日新聞社 よ り明治大正美術史編纂費 として本年 か ら向 う

5ケ 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円 を 帝国美術院 に 寄附 したい との申出があっ

た。

同 年5月26日 帝 国美術院は この申 出を受理 した。

明治大正美術 史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す

る事 務を行 うことにな った。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所 記念 日と定めた。

同10年1月28日 鉄 筋 コソクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工 した。

同 年4月 「日本美術年鑑 」の編纂 事務 を開 始 した。

同 年6月1日 勅令第148号 に より美術研究所官 制が公布 され た。

研究資料閲覧規程を制定 し,閲 覧事 務を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 に よ り美術研究所官 制中改正 の件 が公 布され,従 来,

帝国美術院に附置 されていたのを文部大臣の直轄 に改 め られた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程 が制 定され た。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97〃♂の写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒 田清輝の作品,並 びに写真原版 を東京 都西多摩郡 ・j・宮村谷 間家 倉

庫 に疎開 した。

同20年5月28日 美術研究所 の図書 ・諸資料全部を山形県酒 田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎 開 した。

同 年7月 ～8月 酒 田市本間家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避け るため,

さらに酒田市外牧 曽根 村松 沢世喜雄 家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之

2
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丞家倉庫 にそれぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎開 中の図書 ・諸資料等 の東京向け発送を終了 した。

同 年4月4日 酒 田市疎開 中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し引揚げを完 了 した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であ った黒田清輝作品並

びに写真原版 の引揚げ を完 了 した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止 され,国 立博物館官制が制定された。美術研

究所 は同館 の附属美術研究所 とな った。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室 を置いた。 これが保存科学

部の前身 であ る。昭和23年 度 よ り専任の職員を配 置 し,研 究を開始 した。研究室は

国立博物館本館地下の修理室の一室(66nの に設けた。

同24年4月 本年度か ら科学研究費に よ り光学的方法によ る美術品の鑑 識に関す

る研究が開始 された。

同25年8月29日 文化財保護法の制定に伴い,美 術研 究所 は文 化財保護委員会 の附属

機関 とな った。

昭和25年9月15日,文 化財保護委員会事 務局設 置にともない,保 存科学研究室は 国立

博物館保存修理課か ら 文化財保:,n委員会事 務局 保存 部建造物課 に 所属換 え と なっ

た。

同26年1月31日 美術研究所 組織規程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定

め られ第一研究部 ・第二研 究部 ・資料 部 ・庶務室 が 置かれた。(昭 和25年8月29日

か ら適用)

同27年4月1日 東京文化財研究所 組織 規程(昭 和27年 文化財保護委員会規則第4号)

が定め られ,美 術部 ・芸能 部 ・保存科学部 ・庶務室 の3部1室 が置かれ,美 術研究

所組織規程が廃止 された。

また文化財保護委員会事務局保存 部建造物 課保存科学研究室 も廃止 された。

同 年7月1日 芸 能部研究 室 として東京芸 術大学音楽学部邦楽科教室2室 を 同大学

か ら借用 し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保存科 学部 研究室 として,東 京 国立博物館構内の倉庫132㎡ を改造

の うえ,移 転 した。

同29年1月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭 和29年 文化財保護

一3一
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委員会規則 第1号),東 京 国立文化財研究所 とな った。

同32年3月28日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網 モル タル塗,平 家建,8〃rの

保存 科学部 の薬 品庫が竣工 した。

同 年11月30日 従来 の2階 建書庫の うえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延 面

積71㎡ が竣工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委員会告示 第14号)が

定め られ,こ の年度か ら受託研究が開始 され た。

同36年9月16日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭 和36年 文化財

保護 委員会規則第1号),従 来 の庶務室は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京 国立 博物館構内に保 存 科 学 部 庁 舎(保 存科学部実験 室)と し

て,鉄 筋 コ ンクリー ト造2階 建延面積663nPの 建物1棟 が竣工 した。

同 年7月1日 東京 国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭 和37年 文化財

保護 委員会規則第1号),新 たに保存科学 部に修理技術研究室が置かれた。

同 年7月20日 芸能 部研究室 は,保 存科学部庁舎 の竣工 に伴 い,旧 保存科学部庁舎

に移 転 した。

同43年6月15日 文 部省設 置法の一部 が改正 され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所

は文 化庁附属機関 とな った。

同44年8月23日 保存科学 部庁 舎に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1,950.41〃 の の

起工式が行われた。

同45年3月25日 前記 の別 館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式が行われた。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学部は,別 館の地階 ～2階 に実験 用機械類の移転据付を終 っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁 舎の1階 の模様 替工事 に着 手 し,同 年10月15日:r事 が

終了 した。

同 年11月2日 所 長及び庶務課は,本 館か ら保存 科学 部庁 舎の1階 に移転 した。

(本館は,美 術部庁舎 とな る。)し たが って研究所 の 所 在地表示は 「12番53号」を

「13番27号」に変更 された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館の敷 地2,658㎡ を東京 国立博物館か ら所管

一4一
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換 された。

1・148年4月12日 文部省設置法施行規則の一 部が改」Eされ(昭 和48年 文 部省令第6号)

新た に修復技術部が設け られ4部1課 とな り,修 復技術 部に第一修復技術研究室及

び第二修復技術研究室が置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止 された。

同52年4月18日 文部省設 置法施行規則の一部が改lilされ(昭 和52年 文部省令第10号)

情報資料 部の新設 によ り5部1課 とな り,情 報資料 部に文献資料研究室及び写真資

料研究室が置かれ,美 術 部資料室は廃止 された。

同53年3月20日 本館構内の1}tMJher(木 造'lz家建延面積144刀の を取 りこわ し,情 報

資料 部研究棟 として,鉄 筋 コンク リー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡

の建物が竣」二した。

31督 ミf曳こ1ウf長(II不i15イ ト～ll召不ll53{19

主

主

事
_
_
-
.

所 長lh:務 取 扱

所
・.
.t
f

ユ

所 長 ・Jf:務取 扱

所 f
く」

所 長 代 理

所 .゚く

所 長Ill:務代 理

所

所

所

乏」

f
く上

首
く

,

-
,

矢

不

矢

iiー

ーll

盈

松

欠

i-1

周

　9

木

覧で

ーiー

境で

1

Ill

本

随f

野

藤

彰

英

幸

盛

豊

政

、涛

P

延

彦(fl召 不lI5.6.28～ 口召不1」6.11.24)

雄三Gl召 不1】6.11.25～[1召 不【」10.5.31)

f乍(日 召不1110.6.1～H召 不011.6.21)

雄三(u召 不ll11.6.22～ 口召不「】17.6.28)

ノ威(H召 不[117.6.29～ 口召禾022.8.15)

蔵(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5,10)

男(昭 和23,5.11～ 昭 和24.8.30)

一・(H召 不lI24 .8.31～ 日召不1]27.3,31)

Ga((11召(1127.4,1～H召X1128.10.31)

松(昭 和28.11.

ラ包(i昭 不040.4.

1～ 日召禾040.3.31)

1～ 昭 和53.4.1)

男(昭 和53.4.1～ 現 在)
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皿 設 立 目的 と:機構
■

東京 国立文化財研究所は,文 化財に関す る調査研究,資 料 の作成及びその公表を行

うことを 目的 と して設立 された文化庁 の附属機関であ る。そ の機構等は次の とお りで

あ る。

1

所長一

機

一庶務課

構

一庶 務 係

課長一 課長補佐一一会 計 係

一 美術部

部長一 一一

一芸能部

一第一研 究室

1一第二研 究室

一一一一 一 主任研 究官

部 長 一 …

一 保 存 科 学 部

部 長 一 一一一一一一一

i

一演劇研究室
一音楽舞踊

研究室
一民俗芸能

研究室
一化学研究室

一物理研究室

一生物研究室

一修復技術部

部長

一主任研究官

一情報資料部

部長一

一第一 修復

技術研究室
一第二 修復

技術研究室
一第 三 修復

技術研究室
一文献資料

研究室
一写真資料

研究室
一主任研究官

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務・職員の福利

厚生に関する事務 ・公文書類の接受 ・

公印の管守及び庶務に関すること,経

費及び収入の予算・決算その他会計に

関する事務・行政財産及び物品の管理

に関する事務・庁内の取締り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術 ・東洋美術

に関する調査研究及びその結果の公表
・黒田記念室に関する事務

(芸 能 部)

演劇 ・音楽 ・舞踊 ・民俗芸能及びその

保存に関する調査研究並びにその結果

の公表

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的 ・

物理学的 ・生物学的調査研究並びにそ

の結果の公表

(修復技術部)

文化財の修復に関する科学的 ・技術的

調査研究及びその結果の公表

(情報資料部)

文化財の研究に関す る資料の作成 ・収

集 ・整理 ・保管 ・公表 ・閲覧及び調査

研究

轟

■

6



2職 種別予算定員

設立目的と機構

区 分 52年 度 53年 度

指 定 職 1

一 臼　 一一一

1

所 長 1 1

一 一一一

行 政 職 11 10

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

係 長 2 2

専 門 職 3 3

主 任 1 1

一 般 職 員 3 2

研 究 職 $5 35

部長等研究 員 10 11

室長等研究 員 13 12

研 究 員 12 12

曹一

合 計 47 46

■

■

一7一



設立目的と機構

3職 員

昭和54年3月30日 現在

所 属1官 職 名1氏 名
一 ― 一一,

所 長 文 部 技 官,所 長 伊 藤 延 男

庶 務 課 文部事務官,庶 務 課 長 松 原 尚 躬

文部事務官,庶 務課長補佐 西 山 博

庶 務 係 文部事務官,庶 務 係 長 出 口 小 太 郎

文部事務官,庶 務 係 員 松 本 多 賀 子

会 計 係 文部事務官,会 計 係 長 斎 藤 朗

文部事務官,会 計 主 任 花 岡 忠 腕

文部事務官,会 計 係 員 正 藤 隆 ∠1三

事務補佐員 中 村 ひ ろ 代

技能補佐員 平 林 喜 多rt:

〃 高 成 一 雄

作業補佐員 大 塚 正 司

美 術 部 文 部技 官,美 術 部 長 川 上 輕

文 部技 官,主 任研 究官 田 村 悦 子

文 部技 官,主 任研 究官 柳 澤 孝

文 部技 官,主 任研 究官 猪 川 和 子

文 部技 官,主 任研 究官 田 実 栄 子

文 部技 官,主 任研 究官 陰 里 鉄 郎

第 一 研 究 室 文 部技 官,第 一研究室長 宮 次 男

文 部技 官,研 究 員 鶴 田 武 良

第 二 研 究 室 文部 技 官,第 二研究室長 関 千 代

文部 技 官,研 究 員 三 輪 英 夫

芸 能 部 文部 技 官,芸 能 部 長 三 隅 治 雄

演 劇 研 究 室 文 部技 官,演 劇研究室長 佐 藤 道 子

文部 技 官,研 究 員 羽 田 剥

調査研究員(非) 松 本 雍

音楽舞踊研究室 文部 技官,音 楽舞踊研究 柿 木 吾 郎
室長

文 部技 官,研 究 員(併) 横 道 萬 里 雄

調査研究員(非) 山 本 宏 子

民俗芸能研究室 民俗芸能研究室長事務取扱 三 隅 治 雄

文 部技 官,研 究 員 中 村 茂 子

8

コ
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一

設立目的と機構

`

●

所 属
一 一 　 　 　 一 　 一 一一

官 職 名1氏 名
一 一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 　

調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎

保 存 科 学 部, 文 部技 官,保 存科学部長 江 本 義 理

文 部技 官,主 任研究官 見 城 敏 子

文 部技 官,主 任研究官 門 倉 武 夫

化 学 研 究 室 文 部技 官,化 学研究室長

物珊 腕 剃 物理研究帳 働 取扱
馬 渕 久 夫

江 本 義 理

文 部 技 官,研 究t1 イ1川 陸 郎

文 部 技 官,研 究 員 三 浦 定 俊
,i物 研 究 室 文 部 技 官,ノk物 研 究室長 新 井 英 夫

調査研究員(非) 森 八 郎

修 復 技 術 部 文 部技官,修 復技術部長 田 辺 三 郎 助

第一 文 部 技 官,第 一 修復技術 中 里 寿 克
修復技術研究室 研究室長

文 部 技 官,研 究1=1 西 浦 忠 輝

文 部技 官,専 門 職 員 茂 木 曙

第二 第二修復技術研究室長嚇務 田 辺 三 郎 助
修復技術研究室 取扱

文 部 技 官,研 究 員 増 田 勝 彦

第三 文 部技 官,第 三修復技術 樋 口 清 治
修復技術研究室 研究室長

文 部 技 官,研 究 員 青 木 繁 夫

情 報 資 料 部 文 部技 官,情 報資料部長 久 野 健

文 部技官,主 任研究官 江 上 緩

文献資料研究室 文部 技官,文 献資料研究 上 野 ア キ
室長

文 部 技 官,研 究 員 米 倉 辿 夫
写真資料研究室 文 部技 官,写 真資料研究 関 口 正 之

室長

文 部 技 官,研 究 員 河 野 元 昭

文 部技 官,専 門 職 員 橋 本 弘 次

文 部 技 官,専 門 職 員1 市 川 和 正

文 部技 官 野 久 保 昌 良
1

●
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皿 土 地 ・建物

本研究所の主な建物 は,東 京都 台東 区上 野公 園12番53号 所在の本館 と,上 野公園13

番27号 所在の保存科学部実験 室及び別 館であ る。

土地 は,本 館の敷地1,457nP保 存科学部実験 室及び別館の2,658㎡ 敷地 の計4,115㎡

である。

なお,建 物 の面積 ・構造等は次の とお りであ る。

1建 物の面積 ・構造一覧

No.

一一

1

-

2

　 1-

3

-一

名 称 種 目 ・構 造 建面積
延面積

建 築年月
日

No.

一一

5

-一 一

6

-

7

名 称
一 一Ⅲ

別 館

種 目 ・
構 造

一

建面積
延面積

一 一一 一 一 一

㎡

462.?5
_一 一 　

1,950.41

建 築
年月日
一

45.3.25

-一 一一 一 一

〃

_　

53.3.20

本 館

事務所建
RC.地 上
2階 ・地 一

下1間

㎡

468.26

1,192.72
3.8.30

一 一,-

10.1.25

(32.11.303階増築)

事務所建
RC.地 下
1階地上3

階塔屋付

一

書 庫
倉 庫 建

RC.3階

64.63

201.80

渡廊下

(別館)

雑 屋 建鉄 骨 造

平 家

27.60
-

26.60

一一

渡廊下

(書庫)

雑 屋 建

RC.平 家

4.90
-7

'1

一

10.1.25

情報資料

部研究棟

事務所建
RC.地 下

1階 地上
3階

175.60

565.95

4睡
1部実験室

事務所建

RC.2階

338.44

684.91 37.3.28

一10一
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1

 

[

土地 ・建 物

2建 物 の平面 図(各 庁舎の縮尺不同)

美 術 部

(本館No.1)

 

C

●

(地 階)

(Na2)

齊

庫

研
究
室

翼
倉原
庫 版
一 一

研
究
室一 ⊥ ⊥ 判 資

隔 嗣一

室
饗 ㌧ 一

究
室

一

研
究
室

玄

研1
究

料

副 室
室1ll

:目7門 →

輩闘
冒lllllⅢllI

(No.3)

D 閏
庫

瀦

(一 一 階)

●
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Utiい 妊生物

庶務課 ・保存科学部(実 験室No.4)

b

一12一



「
　一 一一 一一一 一一一一一一一一 一 一 一一へ

土地 ・建 物

芸能部 ・保存科 学部 ・修復技術部

(別館No.5)

●

置

研究室

手洗

化学処理 ア トリエ 第1修 復

ア トリエ

第2修復㎏
アトビ」曄

01

講 〉《

i減圧室

n

渡

廊

下

収 蔵 庫 研究室 保存科学
部 長 室

修復技術
部 長 室O 燃蒸室

i

ラ ンプー

河
＼

(一 階)

●

●

(二 階)
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土地 ・建物

うく D

(三 階)
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情 報 資 料 部(No.7)

土地 ・建物
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「
一一 …

1歳 出 予 算

Ⅳ 予 算

注()内 は補正後予算を示 す。

区 分1人 件 剰 物 件 劇 施 設 剰 合 十
昌
昌
聞

昭 和52年 度

昭 和53年 度

千 円(
221,464)

246,192

(226,454)
235,39?

千 円

(84,254)

85,953

(97,583)

99,036

千 円

(104,000)

104,000

(11,153)

11,153

千 円

(409,718)

436,145

(335,190)

345,586

2科 学研究費

区 分

,一 一 一

昭和52年 度

昭和53年 度

特 定研 究
一 幽 一一 一 一

総 合 研究
一 一 一r_

一 般研 究 奨励 研 究 合 計

醐 金 額糊 金 額綴 金 額 醐 金 額

一一

件数1金 額
畠_

千円i
41°,6° °'1

412,70011

4,500

3,000

千円1
71千 円

3

11,090

3,9001

0

0

千円0

0

12

8

千 円
26,190

19,600

内 訳

研 究 題 目1研 究代表劃 金 額1摘 要

千円
科 学的 方法に よる古彫刻 の構造,材 質, 久 野 健 2,400 特定研究(1)
技法の研究

新設展示施設及び収蔵庫内の汚染現象と 江 本 義 理 3,200 〃

収納文化財への影響とその防除法

古 美術,古建築 の主要材料 である木材 と, 田 辺 三郎助 3,600 〃

そ の化粧材 ・接着剤 の耐久性 ・強度及び
劣化現象に関する研究

文化財の虫微害防除法の開発 森 八 郎 3,500 〃

日本民謡歌詞の総合的研究 三 隅 治 雄 3,000 総合研究(A)

戦後における日本 ・東洋美術史学の発達 上 野 ア キ 400 一般研究(A)

に関する研究

中世絵画・彫刻作家資料の収集と研究 宮 次 男 3,000 〃

採幽縮図の研究 河 野 元 昭 500 一般 研究(C)

●

の
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V調 査 研 究

■

1所 長

(1)日 本建築史の研究

従来 よりの継続 として行ってきてい るもので,本 年 度は奈良 ・平安時 代に重点を置

いた。

(2}日 本 建築構 造技法の研究

従来 よりの研究継続を行 うとと もに,特 別研究 占美術(研 ラセ代表者田辺三郎 助)の

一 部 として 占建 築構造 材の力学的 研究 に参加 した
。(45ペ ー ジ参照)

(3)文 化 財保護制 度史研 究

従来 よ りの継続 であって,従 来 の資料 を整理 し,次 の課題へ の準 備と した。

(4}年 輪年代測定法の基礎的研究

新規に 出発 した全 く未開拓の 分野であ るので,

に,,.7.1の 予備的実験を 行った。

基礎資料の 蒐集に つ とめ るととも

2美 術 部

∂

(1)概 要

美術部は 日本 ・東洋 の古美 術,日 本の近代 ・現代美 術とこれ らに関連 のある西洋美

術についての基 礎的 調査 と専 門的 研究 を行 っている。 美術 部は現在2室 に分 かれ,古

美術関係 は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美 術は第二研究室 が担 当す る。

調査研究は,美 術部所属研究員 の専門領域 を中心 と して 実 証 的 に 進 め られ ている

が,学 界現下の動向を把握す るとともに将来の趨勢を洞察 し,方 法において も成果に
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お いて も,基 礎的 ・先駆的役割 を果 して,広 く学 界に寄与 すべ く努めてい る。 そのた

め重要 な る問題 に関 しては共 同研究 を行い,ま た当部 独自の光学 的研究 法を活用 し,

す でに多 くの 成 果 を 収 め た。 本年度 より4力 年計画 で情 報資料部 と共同の特 別研究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記 の研究」 を行い,こ れに関する資料収集を推進 してい る。

これ らの業績 は 当部の機関誌 「美術研究 」(昭和7年 創 刊)に 発表 し,大 部の成果

は臨時 単行の研究報告書 として刊行 してい る。 またわが国美術界の全般にわた る動向

を調査 し,客 観的資料の提供を主眼 とした 「日本美術年鑑」を編纂発行 してい る。

以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資す るため,毎 年1回 公開学

術講座を開催 してい る。

黒 川清輝の遺産 と遺作 の寄附に基づ いて創立 された,美 術部(旧 美術研ラと所)の 黒

川記,.,,.;u,'L':は,黒田清輝 の作IIIIその他関 係資料を保管 し,毎 週一回,一 般に 公開 してい

る。

■

第 一 研 究 室

第一研究室 の研 究員は,日 本及び東 洋諸地域 の古美術について,各 々専 門とす る領

域 と時代 を中 心に調査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行い,ま た常 に精密

な基礎 資料の収集に努めてい る。その研究 課題 と調査 研究 内客は②研 究調査1舌動の項

に示す通 りであ る。

文 部省科学 研究 費に よる 共同研 究 としては 「科学的方法に よる 古彫刻 の 構造,材

質,技 法の研 究」特定研究1・ 代表者 久野健),r戦 後におけ る 日本 ・東洋美術史学

の発達に関す る研 究」(一般 研究A・ 代表者 上 野 アキ),及 び 「中 世絵画 ・1刻 作蟹

資料の収集 と研究」(一 般研究A・ 代表者 宮 次男)の 一部を担当実施 したほか,

他機関の科学研究費に よる特定研究 「科学的方法に よる東洋古代中 世絵 画の材質 ・技

法に関す る研究」(代 表 者 東京大学教授秋 山光和),海 外学術調査 「イ ン ド・イラ ソ

混成文化圏におけ る大乗仏教美術の 初期展開に関す る学術調査」(代 表 蕎 成城大学

教授高 田修)に 参加 した。

■

第二研究室

明治以降美術史の調査研究,並 びに現代美術の動向に関する資料の収集と調査を行
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ってい る。 前者 につ いては時代的 に西洋 美術の影響が強 いことか ら,そ れ との比較研

究を進めてい る。

現 代美術の動向に関す る調 査は,集 積 した年度 資料を整理 し,そ の結果 を 「日本美

術年 鑑」 として毎年 公刊 してきてい るが,本 年度 は昭和50年 及び51年(各1月 ～12月)

の内容を盛 った昭和51年 並びに52年 版 の各版 を二 次に亙 り刊行 し,引 つ づき昭和53年

版の編集に着手 した。

また本年は,黒 田清輝 巡回展(千 葉)が 実施 され,本 展開催 に ともな う研究 事務

(作品選定,カ タログ制作,講 演会他)に ついては,第 二研 究室 がこれ に当 り,進 捗

させ た。

(2)研 究調査活動

■

●

A一 般 研 究

1.日 本 彫刻 史の研究

(1}古 代彫刻史の研究

木 心乾漆像の奈 良興福院阿弥陀三尊像,額 安寺虚空蔵菩 薩像,京 都神護寺薬師 如来

像の調査 ・撮影に参加 した。 また,塑 像については観世音寺 の断 片の調査 を行 った。

さらに古代彫 刻史研 究の一環 と して,中 国北魏後期 の大 原美 術館 石造三尊像そ の他の

調査を行 った。(猪 川)

(2》 平安鎌 倉時代彫刻史 の研究

福 岡円通寺 旧蔵釈 迦如 来像,ほ か太宰 府近 辺の彫刻及 び,佐 賀岩蔵寺像等 の調査を

行った。在銘像 では荏柄 天神 像,京 都仲 禅寺仁王像 ほか の調査を行 った。(猪 川)

(3)尊 像別分類 に よる彫刻 の研究

香 川観音 寺ほか の二十余例 の釈迦渥繋 の彫像 の調査 を完 了 し,各 像につ いての調査

報告を研 究会で発表 した。(猪 川)

2,日 本古代中世 絵画史の研究

ほ)絵 巻物研究

概 要においてのべ た科学研究費に よる一般研究㈹ との関連 で,室 町時代土佐派 の作

品について調査す るほか,北 村家本 「中殿御会 図」 につい て,諸 摸本 の照合,他 の似

絵遺 品 との比 較等 を行い,北 村家本 の似絵絵巻 におけ る位置づけ を試みた。 また,ア
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メ リカ合衆 国他 に流 出 した絵巻物や奈 良絵本を調査 した。(宮)

② 仏浬繋 図の研究

前年度に引続 き,京 都国立博物館 「浬薬図 の名作展」出陳作品,特 に橘寺本の 調

査。(柳 沢)

(3)密 教絵画 の研究

日野原家十一面観音,某 家孔雀明王等の調査 と図像学的な研究。(柳 沢)

(4)鎌 倉時代絵画 の作家研究

別項共 同研究 の中 世絵画作家研究 の一部 と して,尭 尊筆聖徳太子勝髪経講讃 図及び

蓮池図(共 に法隆寺蔵),JLV+lx筆 板絵神像(薬 師寺蔵)等 の調査。(柳 沢)

(5)古 代中世絵画 の材質 ・技法 に関す る研究

別項 の特定研究 「科学的方法に よる東洋古代中世絵画の材質 ・技法に関す る研究」

に参加 し,醍 醐寺五重塔板絵 の三断片,東 寺五大尊等の調査 と有機色料につい て研究

を進めた。(柳 沢)

(6)在 米 日本仏画 の研究

ハーバー ド大 学 ローゼ ンフ ィール ド教授 らと共同 して,ボ ス トン美術館をは じめア

メ リカ各地 の美 術館,個 人所蔵作 品の調査 と研究を実施。(柳 沢)

3.近 世絵画 史の研究

江戸洋風画 の研究

前年度に引 き続 き,長 崎派 の画家及 び作 品の調査 を続 行,並 びに亜欧堂 田涛 につい

ての調査 をすす めた。(陰 里)

洋風画法 による達磨図 の調査を行 った。(三 輪)

4.近 代 日本美術 史の研究

(1)近 代風俗 画につい ての調査研究 を昨年度に引 き続 き行い,中 村貞以の伝記資料

蒐集,及 び 明治以降 の東京画壇を 中心 と した婦 人 像 作 品を まとめ,そ れぞれ発表 し

た。(関)

② 近代 日本 画におけ る歴史画 についての調査をすす め,こ れを前 田青邨の歴史画

として,そ の作 品 とともに発表 した。(関)

㈲ 近代 日本画におけ る主要作 家の印譜作成 のた め,収 集実施についての準備 と調

査を行 った。(関 ・陰 里 ・三輪)

-20一



D

s

●

美 術 部

5.中 国絵画史の研究

(1)林 維源記念文化財 団の招聰に よ り53年7月18日 よ り8月12日 迄,故 宮博物 院収

蔵元画,台 北市 内私人収蔵 明清絵画 及び近現代 中国絵画 の調査並 びに国 立中央 図書館,

台湾大学 図書館に おいて民国期画家資料 の調査 を行 った。(川 上 ・鶴 田)

(2)長 崎県立長崎 図書館及 び東北大学 狩野文庫所蔵 来舶画人資料 の調査 を行 った。

(鶴田)

⑧ 大阪 ・橋本家所蔵来舶画人作品 の調査

6.日 本近代絵画 史の研究

(1)本 研究所所蔵 の黒 田清輝 の作 品を中心 に主題 と図像表現 につ いての研究を続行

して いる。(陰 里)

② 大正期にお いて極度に個性的 な画家 とその作品 につ いて調査 し,そ の成果 の一

部を発表 した。(陰 里)

(3)明 治初期 の洋画家 百武兼 行の画歴 の調査を行 った。(三 輪)

7.美 術部工芸史 の研究

現在は陶磁 ・漆工 ・金工 の研究員は不在で,染 織専 門の主任研究 官田実栄 子が必要

に応 じこれ らの調査 に当 っているが主 な る研究題 目及 び調査活 動は下記 の通 りである。

に)近 世初期染織 品の研究

② 小 袖の研究

㈲ 伝統的染織技 術の調査 ・研究

(4)上 代裂 の研究

研 究題 目の中,特 に力を注いでい る 「近 世初期染織 品の研究 」に関 しては,和 歌山

市の紀州東照宮伝 来服飾類の調査,米 沢市の上杉 神社 蔵の上杉 謙信所用袴類及び ビロ

ー ド洋套の調査 ,宮 城県白石市の片倉家 伝来 陣羽織類 の調査研究が昭和52年 度に引続

く研 究 として昭和53年 度の主 な ものであ る。 「小袖の研究」は京 都国立博物館蔵品 ・

名古屋 の徳 川美術 館蔵 品の調査研究 を主 とし,片 倉家伝来黒縮子小 袖の修復 技術部 と

の共 同研 究(修 復 技術上の)を 続 行す る。「伝統的染織 技術 の 調査 研究」は長野県の

上田 と飯 田の紬 の調査に赴いた外,日 本工芸 会で昭和53年 度か ら3力 年 計画で始めた

束博蔵 「白地風景模様茶屋染帷子」の復元 メンバーにな り調査 研究記録を担当 し,ま

た第15回 日本染織 展の審査員 として加わ った。 「上代 裂の研 究」 は東博蔵品 と昭和53
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年秋の正倉院展出陳染織品 の調査 を通 してすす めた。(田 実)

8.和 漢書道史 の研究

(1)日 本書道 の美術史学的研究

一 日本書道 の遺 品の精査研究一

円満を 旨と したか と思われ る平安書道 の中で,多 少 とも筋骨 のある書風を以 て異彩

を みせ ている若干 の書芸人 の1人 が藤原佐理で あって,私 の関心 を引 く。彼れ の遺品

の うち釈 読解義 等の基礎 にいろいろの難問 のあ る 「去夏帖」 について想 を新 らたに し

て考察 し,日 本建築史 その他に とって も重要な榑(く れ)の 単位 「村 」に 逢着 し,r正

倉院文書』等 の広範な調査 によって,こ れ に解決を与xた 。(田 村)

(2)基 準古筆切 の集録研 究

古筆切 の採訪 ・整理 は本筋の書道史研究 の重要 な資料 であ るのみな らず,文 学 ・史

学 に も貴重な材料 を提供す るものであ るか ら,諸 所 の手鑑そ の他に収め られ る古策切

の撮影 には じまって,そ の時代 ・筆者 ・品 名等 を明 らか に して分類 ・整理 し,上 記諸

学 の研究者に便 を与え よ うとしてい る。特 に絵巻の詞書を切 った古筆切は絵画史研究

に不可欠 のもので あるので,こ れに注意をむけ,天 理 ・旧松永本源氏物語絵巻 につ い

て,そ の断簡を もととす る考察をほ どこ した。(田 村)

㈲ 日本書道 の文字学的研究

一 特に異体字の研究一

前年度 に引 きつづ き作成 のカー ドは年 々増加 して いる。(田 村)

B特 別 研 究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記 の研究」

(研究代表者 美術部第一研究室長 宮 次男)

研究 目的

本研究は,わ が 国の中 世 ・近 世 ・近代の絵画 ・書蹟 ・彫刻等の うち,落 款 ・印章 ・

賛文 ・銘記を有す る作品を対象 として,こ れ らの資料を極力調査収集 し,そ の基礎 資

料Y'よ って,作 品 の鑑別,真 偽判定等を行い,作 家研究を推進す るものであ る。

実施要領

1.中 世以降近世 までの彫刻作家約500人 を選 びだ し,そ の作品及び関係銘記の資料
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を収集整理 して研究を行 う

2.東 京 国立文 化財研究所が現在所蔵 して いる近ill:画家箏約450人 の落款 ・印章の写

真資料 をJに 調査研究 をはか るとともに,重 要作品及び主要画家等で資料の欠けて

い るものの文献 ・写真 資料 の収 集 ・調査を行 う。

3.近 代美術の分野 では,明 治 以降 主要 日本画家の印';df:作成を行い,洋 画家について

は主要 作品のサイ ン写 真の蒐集 につ とめ,そ の成果の一部を得た。

4,こ の研究 は,美 術部情報資 料部のタ髪同研究 によ り遂行す るもの であ る。

■

■

C科 学 研 究 費

「中世絵画 ・彫刻作家資料 の収集と研 究」

(一般 研究(A)研 究代表者 宮 次 男)

分担 課題

(1)仏 師及びそ の系1鞠こ関す る研究(久 野 ・猪川)

② 絵仏師の伝記並びにその流派の研究(柳 沢 ・関 口)

(3)絵 師 の伝記 とそ の画系 についての研究(宮 ・田村 ・江上 ・米倉)

(4)水::;_4画家伝 の研究(鶴 田)

本研究 は,わ が国中 世(鎌 倉～室1町時代)の 絵 画 ・彫刻等の作家に関 し,作 品は勿

論,信 頼 でき る文献,造 像銘,奥i,11,落 款,印 章等か ら,そ の作家に関す る資料

を収 集 し,整 理研究す るこ とによって,当 核年代の作家の伝記 ・系一ar.:・作品等 の実体

を明 らかにす ることを 日的 とす るもの であ る。

1.彫 刻分野では文 献の収 集 と'F行 して,本 年度 も仏像 の胎内銘や納入物に記 され

た作家名及びその伝記の収集を行った。従来紹介 され てい る胎内銘等 の収集は ほぼ終

ったので,本 年度は,そ れ ら所蔵 牟院 か ら直接写真資料の提供 を受け,そ れを複写 し

て資料の充実をはか り,ま た撮影 可能 な ものは,新 しく撮影 した。 その他,京 都 にお

け る院派の在銘彫 刻の調査をは じめ,兵 庫 県の鶴林 牟,相 応 峯 与,浄 土J:の 諸像,大

阪壷井八幡宮神像,神 奈川荏柄天神像等,こ の時代 の遺品 を現地調査 した。

2.絵 画分野では,筆 者の判明す る作品の調査 ・撮影に重点を置 いた。絵仏 師関係

では13世 紀 前半の代表的絵仏師尊智筆 と比 定され る 「聖徳太子勝髭経 講賛 図」1頓 と

「蓮池図」2曲 屏風(共 に 法隆 寺蔵),ま た 同時 代の南都絵師 尭尊筆 「聖皇曼茶羅」
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(建長7年,法 隆寺蔵)及 びその弟子発 嚴筆 「板絵 神像」6面(永 仁3年,薬 師寺蔵)

に関 し調査 ・撮影,そ の画風について検 討を加えた。絵 師関係 では,伝 藤 原信実筆の

「随身庭騎絵巻」 と 「中殿 御会図」(摸本)を 中心 に,似 絵 の画 系についての研究 を推

めた。 また,土 佐光信筆 の 「北野天神縁 起」3巻(北 野天満宮蔵),土 佐光茂筆 「当

麻寺縁起」3巻(当 麻寺蔵),狩 野 ・土 佐合 筆 「当麻寺縁起」3巻(奈 良個人蔵)等

の調査 ・撮影を行い,土 佐派様式の展開につ いて検討 を加 えた。

3芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,日 本の伝統 芸能 の保存 に資す るために必要 な基礎的研究を行 うことを 口

的 と し,演 劇研究室 ・音楽舞 踊研究室 ・民俗芸能研究室 の三室 よ り構成 され てい る。

芸能 部の研 究 目標 としては,諸 芸能 の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関す る

研究 などが あ り,そ の研究 に必要 な資料の収集 ・整備 ・記録の作成 と しての撮影 ・録

音 ・録画 などの作業 を行 う。 また研究の結果は刊行 ・研究発表会 ・公開学術講座の開

催 な どに よって公表す る。

本年度は,共 同研究 と しては 「狂言の技法の研究」「陰嘘子の構造の研究」「民驕の

研究」「民俗芸能 の民 俗的基盤 の研究」等の課題について,研 究員が2,3名 ずつ組を

つ くって調査研究 を行 った。 また,日 本学術振興会の研究費に よる国際共同研究 「イ

ン ドネシア音楽の民族音楽的研究」の第一次 調査 としてイ ン ドネシ ア,オ ース トラリ

ア,二s一 ジーラン ドの現地調査を行 った。

また,各 研究員は個 々に研究課題を選 んで実証的な調査活動を行 いつつあ るが,い

ずれ もそれは文化財行政に直接寄与す る基礎 的な調査研究であ ると同時 に,従 来立 ち

遅れ気味のわが国の芸能研究を推進せ しめ,日 本 芸能学 の樹立 に貢献す る力ともなる

研究であ る。特に,演 劇研究室を中心 とした 寺院行事 の研究や,音 楽舞踊室 におけ る

メログラフを用いての長唄 ・民謡 や祭唯 子の 分析的研究や,民 俗芸能研究室 におけ る

芸能 の伝 承方法の研 究な どは従来 の学界 には 求め られ なか った先駆的研究で ある。

刊行物 としてはr芸 能 の 科学』10「 芸能論考V」(執 筆者 山本 ・柿木 ・中村 ・三

隅 ・羽田)を 刊行 した。

P

◎
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芸 能 部

恒例の公開講座は,「 箏の技法」を テーマ と して53年12月 に朝 日講堂で開催 し,ま

た研究者を 対象 と した 連続研究発表会は 「法会 と芸能」(担 当佐藤)の テーマで53年

7月 に行 った。 また,視 聴室舞台におい て,実 技分析 と古典研修を 目的 とした 「太神

楽研究会」を太神楽曲芸協会 と協力 して行い,ま た,各 研 究 室 において,外 部 研究

者,芸 能伝 承者等の参加を得て,「能 楽技法研修会」「狂言伝 書輪講会」「民謡研究会」

等の研究会を毎月定期的に行 った。

演 劇 研 究 室

演 劇研究 室は,「1本;iビ典演 劇につ いて芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行 い,ま

たこれ ら諸 芸能 の瑚辺 にあって伝統 芸能 の成 」.に深 い関 係を持つ諸分野 につい て も,

調査研究を進め ている。

本年度は,個 人研究 と して 「、lf院芸能 の研究」「能 の演出 史の研究」を行い,共 同

研究 と して 「狂 「‡の技法の研究」,他 の研究室 との 協力に よ り 「陰嘱 子の構造の研究」

を行 った。

音 楽 舞 踊 研 究 室

口本の音楽及び舞 踊について,芸 術学的音 楽学的 調査 ・研究 を行 い,ま た,こ れ ら

伝統芸能の成立に深 い関 係を持つ 周辺分野 について も調査 ・研究 を進 めてい る。

本年度の個人研究 は 「古典箏 曲及 び 現代箏 曲の 技法」「日本の箏 とアジアの ツ ィタ

ー属」「五 木の 子守 唄に見 る子守 唄の原理」が行われた
。

また国内調査 としては徳 川家所蔵 の資料 を中心 とす る 「琉球式楽関係資料 の調査」

を行 い,海 外調査 としては 日本学術振興 会の研究費に よる国際共 同研究 「イン ドネシ

ア音楽の民 族音 楽学的研究」 の第一次調査 と して,日 本 の歌 の源流を探 るべ くイン ド

ネシア,オ ース トラリア,ニ ュージーラン ドの現地調査 を行 った。

また海外 での優れた舞踊eauの研究 として 「BenishNofation」 の予備研究を行 った。

民 俗 芸 能 研 究 室

iI各 地に分布伝承す る民俗芸能を対象 とし,そ れ らの芸 能の保存 ・活用に資する

ために必要な研究を行 ってい る。 本年度 は,一 般研究 として 「民俗芸能 の民俗 的基盤
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調 査研 究

の研究」」民俗芸能伝承方法の研究」「民謡の研究」「話芸 ・寄席芸の研究」「風流系

太鼓踊の研究」「太神楽の技法及び演出の研究」を行った。文部省科学研究費による

研究としては 「日本民謡歌詞の総合的研究」(総合研究研究(A)代表者三隅治雄)を 昨

年に引続き第2年 度調査研究を実施した。また,例 年行われる全国及び地方別の民俗

芸能大会に出場した芸能の撮影録音を行った。

●

o

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.民 謡の研究

日本の民謡 の研究 において,民 謡 の芸謡 的要 素を無 視 してはその全き姿 を とらえ る

こ とがで きない とい う観 点 より,上 代 か ら近 世に至 る 日本 の歌謡伝承 の上に 占め る芸

謡 の位置を究明す る目的を もって,前 年度に引 き続 き近 世歌謡 の分析を行 い,あ わせ

て童唄の遊戯唄の芸謡的要素についての調査研究を行 った。 また毎月一 回定 期的 に外

部研究者及び演奏家を招いて研究会を催 し,各 種の討論討議を 行 ってい る。(仲 井 ・

三隅 ・柿木 ・中村)

2.民 俗芸能の民俗的基盤の研究

芸能 を,そ の行われ る季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客を含む)な どの面か ら取 り

あげ る連続 した研究 の一環 として,「道 中の芸能」 に関す る調査研究並びに 「道中の

芸能 」を生む基盤 となった,と こよ信仰 とその とこ よ神送迎 の祭儀 に関す る調査研究

を行 った。(三 隅 ・仲 井)

3.話 芸 ・寄 席芸の研究

落語を主 として話芸 ・寄席芸を対象 とす る近 世芸能 の研究 を安原 コレクシ ョン邦楽

レコー ドの整理を通 じ続行中であ る。(三 隅 ・仲井)

4.民 俗芸能伝承方法の研究

各種民俗芸能 の伝承方法Y'つ い て資料の収集 ・分析を行 った。(三 隅 ・中村)

5.風 流系太鼓踊の研究

じんや く踊の資料収集 ・そ の分析 の結果を まとめて芸能の科学に発表 した。(中 村)

6.太 神楽の技 法及び演 出の研 究

毎 月一 回の演技者 との研究会 の成果 と して芸術祭参加 公演 を行 った。(中 村)
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芸 能 部

7.寺 院行事 の研究

寺院行事が 内包す る多種多様 な要素 の中か ら芸能的要 素を抽 出 し,各 宗 派にわたる

総合的比較研究 を行 い,そ の変遷 ・分 化を あとづけ ることを一貫 した 目的 とす るが,

け か え

本年度は 「悔過会」 の史的変選の研究 に主眼を 置き,六 国史 をは じめ公卿 日記等 の史

料に記 載された悔過会記録の調査を行 った。 また41年 度以降継 続的 に 実 施 している

「東大 寺修二会 の研究調査」 につ いては,54年 度ill行予定 の研究 調査録第三lll}のため

の補足 調査 を行 った。(イろ1藤)

8.狂 言の技法の研究

前年度に引 き続 き,諸 台本に記載 された狙言の嘱 子'拝につ いて調査 した。 また,部

外の研究 者と共同で,貞 享松 井本の剛il,治 本を輪読,狐 一言の演 川の時代的変遷 ・流

派間の異同について調査 ・検討中であ る。(羽 田)

9.陰 難子の構造の研究

歌舞伎音楽の重要な要素であ る陰嘱子の構造 の研究。墓本資料であ る伺帳(実 演の

手順 の記録)の 中か ら通 行演0120種 に関する ものを選 び,そ の内容 を カー ド化 して

分析 を行 ないつつあ る。(横 道 ・羽 田)

10.能 の演出史の研究

能 の演出の変化を面 ・装束 ・型 ・難 子などの構成要 素の変遷 をた どることに よって

あ とづけ ることを 目的 とした もので,本 年度 は昨年 に引き続 き"装 束"に 関す る調査

を行 った。(松 本)

11.伝 統歌 曲の音楽分析的研究

伝 承 ・記録 ・保存 のた めの基礎研究 として伝統歌 曲を メログラフを用いて音楽的に

分析 し,そ の音楽性 を音楽学的に解 明す るもので,本 年度は謡 曲の 「井筒」及び 民謡

「五木 の子守 唄」の記録 作製 と分析が行われた。(柿 木)

12.琉 球式楽の研究

徳川家所蔵の史料及び楽器を調査す ることに よって,今 は失なわれてい る巾国系の

合奏音楽 であ る琉球 式楽 の実態を探求 した。

13.箏 曲技法の調査

生 田流 と山 田流の箏曲 におけ る古典的技法を比較調査 し,各 技法や名称 の異同 を明

らか に した。 また,野 坂恵子,宮 下伸lll・」氏の 協力に よ り,現 代箏 曲に定着 しつつ ある
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澗 査 研 究

技法を調査記録 した。(柿 木 ・山本)

B日 本 学 術 振 興 会 研 究 費

イン ドネシア音楽の民族音楽学的研究

(国際共 同研究 研究代表者 柿木吾郎)

日本の民謡を中心 とす る伝統歌 曲には,ア ジア各地の歌 と強い近似性を示す ものが

少 くないが,特 に イソ ドネシア(ス ソダ地方)の 歌は音組織や旋律法の点 で本土や琉

球地方の民謡 とよ く似 ている。本研究 は現地 の研究者 と協 力 して,こ の問題を解 明 し

よ うとす る もので,ま ず イ ソ ドネシアで現地調査を行い,ま た南太平洋地域 でのイ ン

ドネシアの歌 の音楽性 を明 らか にす る ため に,周 辺 地 域 としてオース トラ リア北 部

(アーネム ラン ド)及 び 二1ジ ーラ ン ドをも 現地調査 した。(柿 木 ・三隅 ・橋本 ・

山本)

●

4保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造に関す る科学的分析研究,並 びに文化財のおかれてい る保存環

境の 自然科学的研究を行 い,こ れ らを基礎 として文化財の保存に関す る技術的研究を

行 ってい る。研究 の成果 は文化財 の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料 として役立

て られ ている。 また文化 財の年代測定 ・産地推定の基礎的研究 も手掛けて いる。

研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室 の3室 か らな ってい る。

調査研究 の結 果は,修 復 技術部 との共 同の機関誌 「保存科学」に よ り公表 され る。

化学研究室

文化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学的調査研究を含む。)並 び

にその結果の公表を職務としている。

具体的には微量分析及び非破壊分析による無機及び有機物質の材質 ・技法・劣化に

関する研究 展示 ・保存環境における汚染因子の究明とそれらの文化財への影響に関

する研究及び材質劣化防止に関する研究を行っている。
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保存科 学部

物 理 研 究 室

文化財及びその保存に関す る物 理的調査研究並びにその公表を職務 と してい る。文

化財 臼体の構造 ・強度等の力学的 試験 を行い,X線,γ 線の ラジオグラフ ィーに よる

内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽 の解 明を行 ってい る。 また赤外線 テ レビに よる銘記,下

絵等の判読等に リモ ー トセンシソグの手法を取 り入れ る試みを行 ってい る。

また保存環境に関 し,採h照 明,温 湿度等の影響 とその防止の研 究を行 う他,展

示,収 蔵,梱 包輸送の際のquit:条何・の設定 と調節技術を開発 し,新 施 設を使用す る際

の必要な処置の研究を行 ってい る。

生 物 研 究 室

文化財及びその保存に関す る生物学的調査研究並びにその公表を職務 と してい る。

徽 ・細菌 ・昆虫等に よる文化財の被害 調査 並びに徽 ・細菌 ・昆虫等の採取 ・培 養 ・同

定及びそれ らの殺菌 ・殺虫等の防除用薬剤の選定 と方法の研 究 と,実 施の指導 を行 っ

てい る。

以一iの各研究室の担当研究11のkl∫門分野の基礎lrJ研究 のほか,複 合 的な判断,処 置

を必要 とす る研究対象に対 しては部内,部 外(他 研究機 関を含む)と の共同研 究が行

われてい る。

特別研究 「石造 文化財の保存,修 復に関する科学 的研 究」 は修復技 術部 との共同研

究で,3力 年継続の第2年 次 として,石 の材質及び劣化現 象の調査,研 究を行 った。

受託研究は,「 史跡虎塚 古墳彩色壁 画保存のための調査研 究」 及び修復技 術 部 と共

同の,「 国宝,重 文 日光社 寺建 造物に関す る研究」が行 われ た。

科学研究費に よる研究は,特 定研究r白 然科学の手法に よる遺 跡 ・古 文 化 財 の研

究」において,計 画研究 ・3力 年継続 の第3年 次 として保存 科学 部門に当部研究 者を

代表 者とす る2課 題 及び材 質,技 法,産 地部門にそれ ぞれ 分担 参加 してい る。

c

(2)研 究調査活動

σ

A一 般 研 究

1.文 化財の材 質構造等に関す る研 究

(1)非 破壊分析 ・微量分析
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調 査 研 究

1)古 代 ガラスの研究

東 洋古代 ガ ラス49点 をプ ラズマ発光分光分析器(ICP)に よ り分析 。各試料 につ

き18元 素 の定 量を行 った。材 質技 法等を総合的に研 究す るもので,地 域 による組成 の

差異,色 と微量元素含有 量の相関で考察 した。(東博 との共同研究)(馬 渕)

2)鉛 同位体 分析

昨年度 より引続 き,日 本,朝 鮮及 び中国の方 鉛鉱 につき鉛 同位 体比 の精密 測定 を行

い,デ ー タを集積 中である。(特 定研究 「鉛同位体比測定に よる考古遺物 の産地研究一

代表 者 山崎一雄」 の分担研 究)(馬 渕)

(2)年 代,産 地の標 準的試料等の材質に関す る分析デー タの蓄積

三角縁神獣 鏡,画 像鏡,神 獣鏡,獣 帯鏡等11面,金 銅仏6体,古 代 ガ ラス,彩 色顔

料,出 土鋳型,鉱 津等につ き,X線 分析に よ り材質を分析,技 法 との関連につき研究

を行 った。(江 本)

(3)建 造物 彩色復元のための顔料材質調査

国宝 ・京都:本 願寺唐門彩色

昨年度に引続 き,欄 間,唐 破風内彫刻,組 物等に残存 してい る彩色顔 料をX線 分析

に よ り判定 し,復 元彩色の資料 とした。(江 本)

(4)和 紙の電子顕微鏡写真の撮影に よる基礎資料の蒐集(門 倉)

㈲ 赤外 テレビに よる古文書 の判読

多賀城跡出土の古文書紙片を赤外テ レビジ ョンを用いて撮影 し,墨 書の判読を可能

とした。

江 田船山古墳出土鉄剣の銀 象ガンを撮影,調 査に協力 した。(石 川)

2.文 化財の保存及び展示環境等に関す る研究

(1)施 設 内の保存環境 の調査

展示室 ・収蔵庫内の温湿度,照 明等 の環境の測定,新 設展示施設のシーズ ニングの

検討 を行 い,展 示 ・保存環境 の適否 に関 し調査 を実施 している。(石 川)

1)静 岡:清 水市立文化会館

2)奈 良:橿 原市千塚史料館

3)埼 玉:東 秩父村 収蔵庫

4)愛 知:名 古屋市立博物館

5)山 口:山 口県立美術館
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6)広 島:広 島県立歴史民俗資料館

7)群 馬:群 馬県立博物館

② 展示施設の光源の選択

展示に用い る照明光源 として螢光灯が主体 とな ってい るが,最 近 は高圧水銀灯 の演

色性 を良 くした もの も使われ始め てい る。 これ らの 光源の分光特性を測定 し,そ の適

否に関 し調査研究 を行 っている。

また白熱電灯をi心 に展示を行 って いる所 もあ り,熱 線に よる影響を受けぬ よ うフ

ィル ターの選定 も行 ってい る。(イi)II)

(3)外 国 美術品の国内展示におけ る会場内の保存環境調査及び指導

アソ ドレ ・ール ロー と永遠の 日本展(53年11月 ～12月 於川光美術館)の 準備のため

の温湿度調整 と照明の指導を行 った。(石 川)

(41密 閉 ケース内の微気象変化の対策の研究

湿度調節剤の使用が,ケ ース内 ・梱包内の湿度 調節 に成 果を上 げてい るが,粒 状の

ため扱いに くい欠点があ る。その欠点解消のために湿度調節剤(ゼ オ ライ ト,科 研 ゲ

ル)と 和紙 との併用に よる方li¥の湿度調節能力を検討 している。(見 城)

(5)ア ル カ リ汚染因子の確認

造 りたて コンク リー ト施設の雰囲気を アルカ リ性にす る汚染因子の実態を究明す る

ため,コ ンク リー ト室内雰囲気中のCa,Mgを 原子吸光分析 に より定 量を 行 った。

(見城 ・馬渕)

(6)環 境中の粉 じんの研究

パ ーテ ィクル カウ ソターに よる粉 じん粒子の挙動を追究す ると同時 に アソダーセ ン

サンプラーに よって採取 した粉 じんの組成について,X線 マイ クロアナ ライザーで分

析 した。

浮遊粉 じんか らFe,Mn,Ca,K,Si,Cl,S等 を検 出 しているが,こ れ らの割 合は

地域 ・粒子の大 きさに よって異な る。1μ 以上の粒子はCa>K,小 さい粒子はCa<K

であ った。

実地調査 と して,京 都妙法院蓮華王院本堂に,銀 板をセ ッ トした シ ャー レを 設置

し,粉 じんの影響 について実験中であ る。

粉 じんの防除法 と してエ アー ク リーナ ーに よる浄化法を検討 し,試 験室 内に浮遊す
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る粉 じんを80%以 上除去す る ことに成 功 した。(門 倉)

3・ 文 化財 の生物 劣化 とその防除 に関する研究

(1)爽 態調査 と防除対策

文化財に被害 を及ぼす生物(微 生物 や昆虫など)の 実態調査は,継 続的に実施 し,

被害 の状況に応 じて防除対 策を検討 して助言 ・指導 を行 っている。本年度は下記の調

査 と生物 劣化防 除を実施 した。(新 井)

1)天 理参考館の密閉畑1蒸(53・5)

2)増 上寺経 蔵及び宝蔵 庫の生物被害 調査並 びに密閉燃蒸(53・5～6)

3)イ ラク国アル ・タール遺跡 出土 遺物 の減圧燃 蒸(53・5)

4).tス トン美術館展において展示 ケースに発生 した 昆虫の調査 と対策(53・5)

5)桂 離宮解体修理再建 材の薬剤処 理(53・6)

6)東 博に寄贈 された屏 風等50点 の虫害 調査 と減圧燵 蒸(53・7)

7)瑞 巌寺障壁画の カビの調査(53・7)

8)米 国巡回 日本民俗 芸術展展示 品の被覆燃蒸(国 際交 流基金 による)(53・8)

9)宮 内庁書陵部書庫の生物被害調査(53・9)

10)欧 州巡回 日本木彫展展示品の被覆燃蒸(53・11)

11)新 設福 岡市立美術館の煙蒸設備設計の検討 と指導(53・12)

② 合成樹脂に発生す る徽の原因 と対策

貝塚や,住 居跡等遺構を保存す る場合に合成樹脂で固定す る必要がある。本年度か

ら加 曽利 貝塚 で,メ チル メタアク リレー ト(MMA)に よる貝層並 びに住居跡 の固定

の実験が始め られた。 この合成樹脂の使用に伴 って発生す る徽の原因と対策 の研究 を

開始 した。(新 井)

(3)低 毒性防腐 ・防徽 ・防虫剤の検討

薬剤 の人間 に対す る安全性の観点か ら,低 毒性の薬剤について,防 腐 ・防徽 ・防 虫

効力の検 討を行 っている。(新 井)

(4)燃 蒸剤 の安全廃棄法 と して活性炭 の有効性についての実験検討(門 倉)

4.国 宝 ・高松塚古墳壁画修理事業へ の協力

本年度 より壁画修復処置が再開 された。開 口時及び閉塞時に石室内環 境,壁 面状態

の調査を行い,作 業時 の環境保全 に関 し協 力 した。(江 本)
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5.未 開 ロ石室内の環境 に関す る研究

未発掘古墳の石室 内の温湿度,空 気組成,微 生物囚 子を調査研究 し,そ れ らの特性

を明 らかにす ることは,発 掘後の環境条 件の 設定等の保存方法の 策 定 に不 可 欠 で あ

る。

機会 をと らえ て現地調査及び関連 の研 究を進 めている。本年度 は下 記の古墳で調査

を行い,考 古学的調査に協力 した。

1)茨 城 勝 田市:十 五郎横穴 三 基(見 城 ・門倉 ・新井)

6.考 古遺物 ・遺跡等 に関す る考古化 学的及び保存 に関す る研究

(1}北 海道 ・1:zY,開 陽丸 引揚げ遺物 の研究

貨幣 ・分銅 ・食 器類nJ:につ き螢光X線 分析(非 破壊)に よ り材質研究を行 った。

各種遺物の脱塩及び保存処理について指導 した。(防 錆処理後の状態か ら)脱 塩処

理不足を是IEし,修 復技術部の協力を得 て皮革製品の処理法が確立 された。(江 本)

② 占墳の保存対策

1)熊 本:小 田良古墳

2),1.;;11X:梶 山古墳

彩色顔料 ・析出物の分析,埋 戻 し時及び保存施設の環境保全対策に関 し調査,助 言

を行 った。(江 本)

(3)イ ソ ドネ シア ・ボ ロブ ドール遺跡

修復時に発生 した析出物 に関 し,現 地 保存 科学研究 所によ り採取 され,千 原大五郎

氏(ボ ロブ ドール保存委 員)が 持 参,依 頼された試 料6点 につ いて材料 分析及び微生

物 分析を行 った。(江 本 ・新井)

(4)出 土漆紙 の調査研 究

多賀城跡 よ り出土 した漆紙か ら赤外線TVに よって文畜の 解 読 を可 能 に した。 ま

た,素 材 の性状 について調査研究 を行った。(石 川 ・見城)

7.漆 及び漆工品 に関す る研究

(1)漆 中の金属を原子吸光分析 によ り定 馳 し,漆 の種類,産 地の相違 の判別を試み

た。(見 城)

(2)建 造物の漆塗装にみ られ る種 々の劣化過程を解析 し,劣 化環境の条件を究 明し

た。(見 城)
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(3)古 代漆膜の顕微鏡検査,赤 外吸収スペ ク トル測定,示 差熱分析を行い,古 代の

漆工技法を推定 した。(見 城)

(4)法 隆寺献納宝物特別調査(東 博)

本年度の技楽面調査に参加 し,螢 光X線 分析に よ り,非 破壊的に彩色顔料 ・漆下地

等の材質判定,赤 外TVに より墨書 ・墨線 ・下絵等 の判別 のた めの撮影を行 った。

(江本 ・石川)

●

B特 別 研 究

石造文化財の保存 ・修復に関す る科学的研究(3年 継続 第2年 度 保存科,.部

修復技術部共 同研究)

石造文化財 に関 し,石 質 の劣化機構 の解 明,保 存管理方法及 び強化修復技術 の確 立

を総合的 に推進 させ るのを 目的 と している。

本年度 は下記 の ように調査研究 を行 った。

(1)石 材の標 本資料の作成

花 闘岩は じめ12種 の試 料につき,薄 片 プレパ ラー ト,顕 微鏡 写真,鉱 物組成 等に関

す る資料を作成 した。(江 本)

(2}化 学的劣化に関 しては,大 分県下8件 の磨崖仏周辺の石材試料22点 について19

元 素の放射化分析結果か ら,石 質劣化に よる化学組成 の変化を研究,風 化生成 物の成

分の変化 について も分析を行 ってい る。(馬 渕 ・見城)

(3)生 物劣化については,大 谷磨崖仏 ・大谷石 の劣化石材の微生物分析を行 った。

(新井)

(4)日 照,夜 間放射の影響を知 るため,石 材表面の温度勾配を大谷磨崖仏 に お い

て,測 定 した。(石 川 ・三浦)

(5)現 状調査は,重 文大谷寺磨崖仏,重 文箱根石仏群 ・石塔,史 跡奈良春 日山,地

獄谷石窟仏等 につ き劣化 ・破損状況につ き調査 を行 った。

(6)劣 化 した石 の強化 のため,薬 剤 に よる含 浸処置 につ いての基礎実験 と して,試

験片(大 谷石)を 各種薬剤(ア クリル樹脂,エ ポキシ樹脂,シ リコーン樹脂,水 酸化

バ リウム等)で 含 浸処理 し,そ れ らを人工的に劣化 させ てそ の劣化度合 を物理的 ・化

学 的に検討す る試験 を実施 した。(樋 口 ・西浦)
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西 ドイ ツ,プ ロイセン博物館群 ラ トゲ ン研究所(ベ ル リン)ヨ ゼ フ ・リーデ ラー所

長の6月19日 より1ヵ 月間 の来 日(学 術振 興会招へ い)を 期 に,大 分県下 ・磨崖仏,

佐賀県下 ・装飾古墳,奈 良市春 日山,地 獄 谷石窟仏,大 谷 磨崖仏 の現地 調査に同行 し,

本邦石造文 化財 の実 態 と保 存 ・修復 処置の実際 を見学 し,ド イ ツにおけ る調査法,修

復処 置法につき,意 見 交換 ・討議を行 い,種 々褥 る所が あ り有 意義 であ った。

●

C受 託 研 究

1.史 跡 虎塚古 墳彩色壁 画保 存のため の調査研究(茨 城)

前年度 に引続 き48年9月 埋戻 し後 の石室 内環境条 件の消長 を,4月,7月 に調査 し

た。

10月27日 ～11月1日V'`,保 存 施設設計 に際 し,石 室 の細 部確 認,測 量,壁 画の彩色

顔料剥 落止 めに関す る調査 のた め,石 室が 開口され た。従来 のデー タの確認 と,こ の

調査 を機 会に行われ る一般 公開 の際,石 室の安定 と埋蔵時 の環 境を維持 する よう,断

熱材を用いた仮 設前室施設 内で二重 ガ ラス窓 を設け て,玄 門部 で閉 塞 し,2日 間 の見

学が行 われ た。1日 約4,000人 の見学者 があった。 これ らの調査期 間を通 し,保 存科

学上 の指導,協 力を行 い,石 室 内に大 きな影響 を与 えず終 了 し,再 び埋戻 された 。

調査 及び公開中は石 室内,前 室の温湿度 を測定 し,前 湿 の加湿等 の環 境の制御 によ

り石室 内は,温 度16～17°C,湿 度ほぼ100%RHを 維持 し,公 開中 も大 きな変化 は見

られ なか った。開 口に より石室 内の微生物は2～3倍 に増加 したが,封 鎖後 の殺菌処

置に より,埋 戻 し後33日 目の測 定時 には開 口前の状態 に戻 ってお り,温 湿度 も旧態16

°C
,100%RHに 戻 り安定 していた。

本年 度 も関連調査 として,十 五郎横穴群 の発掘調査が行われ たが,そ の うち3基 に

ついて開 口前横穴 内環境 調査を行 った。(江 本 ・新井 ・見城 ・門倉)

2.国 宝 ・重文 日光 社寺 建造 物の保存 に関す る研究(栃 木)(修 復技術 部 と共 同)

(1}東 照宮本殿 ・透塀 の上下長押に施 された唐油彩色,生 彩色の 変裾 色の原因究 明

長押上下 に設 置 した手板試料(群 青,緑 青,黄 土,朱,辮 柄一平 彩色)の2年 後 の

劣化 した状態 を調査 し,朱,緑 青の経年変化か ら光 と湿気の関係に よ り,亀 甲文 の変

槌 色,剥 落が起 っていることが予想で き,来 年度は湿気 ・光等に敏感な テス トピース
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を選定 して調査 を行 う。

② 建築彩色 に発生す る糸状菌(カ ビ)の 防除法

1)修 理 した建築 彩色に着生す る糸状 菌 の防 除 法 と して,サ イアベ ンダ ゾールの

0.5%エ タ ノール液 の使 用を検 討 してきたが,53年12月 完成 の五重塔 において,実 地

試験 の結果糸状菌の拡大 を阻止す ることを確 認 した。

2)膠 に薬剤 を混 合 して糸状菌 を防止す ることを検討 し,低 毒性薬剤 のなかか ら,

パラ クロロメタキシ ノール(PCMX)を 選 定 した。

53年 度修復 の二荒 山神社 ・大 国殿 の背面 ・飛楯裏板 の胡粉 塗装 にPCMXを 使用 し,

糸状菌 の発生 を阻止 で きることを実 証 した。(江 本 ・新井 ・見城 ・三 浦 ・中里)

3.仙 台市伊 達政 宗墓所出土 副葬品の保存処置に関する研 究 皿(宮 城)(修 復 技

術部 と共 同研究)43頁 参照

●

D科 学 研 究 費

1.新 設展示施設及び収蔵庫内 の汚染現 象と収納文化財へ の影響 とそ の防除法(特

定研究(1)研 究代表者 江本義理)

新営施設 内の初期 の保存環境 に認め られ るアルカ リ性 因子 の実態 の確 認と,環 境が

安定 して展示 ・収蔵 に適 しているか否か を判定す るモニターの作成,及 び汚染因子防

除法 に重点 をおいた。

に)汚 染因子 の確 認

コ ンク リー ト雰囲 気中の汚染 因子 と して,セ メン ト水和物 に関連あ る 物 質 で あ る

Ca,Mgに 着 目し,原 子吸光分析に よる定 量を行 った結果,コ ソク リー ト雰囲気 のア

ルカ リ性 因子 の原因 として,コ ンク リー トか ら放 出され るCaが 大 き く寄与 している

と判 断され た。

(2)環 境調査 用モニ ター

前年度個hに 行 った 各 種テス トピース につ いて,実 験庫 内で,コ ン クリー ト打放

し,杉 材 内装 の雰囲気を標準 として実験 を重 ね,変 色試験紙他4点 を組合せ,各 テス

トピースの変化 か ら環 境を総 合的 に判定す るモニ ターを選定 した。特に文化財 の材質

に与 え る影響 の判定 と,学 芸 員が肉眼で判定 できる方法 に留意 した。

(3)汚 染 因子 の防 除法
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室内の環境汚染は空調機 の運転 に よって軽減され るが,空 調機 が設 備 され ていない

小規模 の収蔵庫に対す る対策 と して,炉 過 ・吸瀞 用の特殊 フ ィル ターを装備 した聖気

清浄機 「アルサ ス」 を選定,新 設施設内 で試験 し,粉 座浄化能 力,Ca,Mg量,モ ニ

ター判定等に よ り効果が あることを認め,設 雌の必要1J.を確認 した。

2・ 文化財 の虫害防除法の開発(特 定研究(1)研 究代 表者 森 八 郎)

3力 年 の研究 の総括 として次 のよ うに まとめた 。

(1)生 物劣 化の対 象と しては,木 質文 化財 に・r:点を置い て実態 調査 を実施 した。

② 新畑蒸 剤の弗 化サ ルフ リルを加 え,市 販 の燃蒸 剤の殺 虫殺菌効果 を比 較検 討 し

た。

(3)こ れ ら燃 蒸剤並びに希釈 剤(COz,フ レオ ンな ど)の 材質 への影響を検討 し,

文化 財を劣化す る虫やt.を 殺減す るのに適 したkAfi蒸剤 と して,臭 化 メチル,弗 化サル

フ リル,酸 化 エチ レンを選定 し,薬 量 ・燃蒸時間 ・温 度等 の燃蒸条 件 も決定 した。

(4)燃 蒸後 の残留 ガスの廃棄方法につ いて検討 し,経 時的に取 替え ることので きる

回収装 置を開 発 し,こ れ を実用化 した。

(5)有 機塩 素系 の薬 剤は安全性 の観点 か ら使 用できな くなって きたので,こ れに代

わ る低毒性薬剤 について検討 を加 えた。特 に,タ ケ材 の防虫に比 較的残効 性のあ るプ

ロチオ フ ォス,フaキ シム等の有機 リン剤が 有効 であ ることを明 らかに し,ま た,建

築彩 色の防徽 に有効 な薬剤 も選定 した。

以 上のほか,他 の研究機関 の研究代表者に よる計画研究に参加 した者 の研 究課題

分担 者を次にあげる。

「金属製遺物 の非 破壊的方 法による材 質分 析の凛理的検討」研 究代表者 京都 大学

文学 部教 授 樋 口隆康

分担 課題 金属のX線 分析(江 本)

金属の放射 化分析(馬 渕)

「遺構 の埋蔵環境 と劣化原 象並びに保 存処理に関す る研究」研究代 表者 奈良国立

文化 財研 究所 佐原 真

分担課題 埋蔵環境 と劣化現 象({C本)

「科学 的方 法に よる古彫 刻の構造 ・材 質 ・技法 の研 究」研究代 表者 東京国立文化

財研究所 久野 健
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分担課題 古彫刻の材質及び構造に関する研究(石 川)

「古文化財保存材料としての天然漆についての科学的研究」研究代表者 東京大学

生産技術研究所 熊野難 従

分担課題 漆液組成の分析 ・漆液のレオロジー,漆膜の構造と紫外線劣化(見 城)

5修 復技術部

(1)概 要

修復技術部は,文 化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究 とその公表を主務 と

す る部で,保 存科学部が,主 に文化財の保存にかかわ る科学的分析研究をつか さどる

部であ るのに対 し,修 復技術部は,老 化破損 し,あ るいは後世の付加物 のあ る文化財

について,も との正 しい状 態に修理 し,あ るいは復 元す る方 法についての科学 的,技

術 的研究を担 当 してい る。

研究 対象 としては,絵 画,書 跡,彫 刻,工 芸 品,考 古 資料な どは勿論,木 造 構造物

の組物 や細部に描かれた絵,石 造構築物な どに及ぶ極めて広範囲の文化財 があげ られ

る。

研究組織 としては,3研 究室6研 究員1専 門職 員か らな ってい る。

第一修復技術研究室

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的調査研究とその結

果の公表を主務とする。

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的研究とその結

果の公表を主務とする。

第三修復技術研究室

石,金 属,土 又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的・技術的研究と

その結果の公表を主務とする。
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各研究室 とも,経 常的 な研究 と して,有 形文 化財 を構成 している材 料,構 造,製 作

技法についての研究や,そ れ らを修復す るため の伝統技術 の整 理体系化 と科学 的裏 付

けの資料集積,そ して更に科学 的な材料,技 法の修復への応 用 と開発のための臨床 的

な研究な どを実施 してお り,と くに材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損部 充填等

について各種合成樹脂の応用 と技法 の開発に努めている。

これ らの研究過程においては,保 存 科学 部 との共同研究 が必要 な部分 もあ り,ま た

部内にお いて も,一 つの文化財が二つ の研究室に またが る複合的 な材 質か らな る揚 合

も多 く,そ れ らについては各研究室員に よる共同作業に よって研 究 が 進 め られ て い

る。 これ らの詳細は次項 に記す通 りである。

特別研究 「石造文化財の保存 ・修復 に関す る科学的研究」は,3力 年 の継続研究 の

第二年度 と して,文 献収集,調 査,実 験研究 を行 った。(42頁 参照)

また,受 託研究 の うち修復技術部の 関係 では,

(1)重 文 日光男体山頂 出土鉄製 晶の修復 処置研究

② 国宝 ・重文 日光社 寺建造物 の保 存に関す る研究(保 存科 学部 と共同研究)

(3)仙 台市伊達政宗墓所 出土副葬品 の保存処 置に関す る研究(同 上)

〔4)碗 文箱木家住宅柱材 の修復処 置研究

(5)国 宝大崎八幡神社拝殿板絵 彩色 の保 存処 置研究

(6)重 文福田寺経塚 出土経 巻の保存 処置に関す る研究

を実施 した。

(2)研 究調査活動

●

A一 般 研 究

1.伝 統的 製作技法及 び修復技 術の研究

修復技 術部の経常lrJ研究 主題 の一つ として,伝 統技法の調査研究があ る。現在は彫

刻(木 彫 像の木寄 せ法,彩 色技 法,金 銅仏 鋳造技法),工 芸品(漆 芸 ・木工芸技法),

絵画 ・面跡の装洪技法,出 土金属工芸品の技法な どを研究対象 としてい る。 これは作

品が ど うい う材料を用い,ど の様 に造 られ てい るかについての実査を交えた資料蒐集

分析,過 去の修理記録及び実査 データに基づ く,修 復技術の細部の分析 を行 い,こ れ

に科学技術が どの様に応用 され得 るか を明 らかに しよ うとす るものであ る。
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(1)彫 刻 の製作技法,修 復に関す る実査研究

本年度は,東 京国立博物館の依頼に よる法隆寺献納宝物中 の伎楽面 調 査 に参 加 し

て,そ の材 質,技 法 の調査 を行い,ま た,ス エーデ ン大使館 の依頼に よる同国民俗博

物館所蔵能 面,長 崎県 の依頼に よる対馬 ・海神神社 の古楽面等 の修復研究 を通 して,

仮面 の材質技法研究,資 料蒐集を 行った。(田 辺)

② 漆芸技法 の研究

高松 塚占墳出土漆棺の保存処置及び文化庁保存事業 の一つ であ る蒔絵箏(国 宝 ・餐

日大社)の 摸造 に関 しては,先 年 度 に 引続 き製 作技 法修復 技法につ いて助言を行 っ

た。(川 辺 ・樋 口 ・中里)

埼 玉県 立博物 館よ り八幡 山古墳 出土漆棺断片 の保存処 置を依頼 され,ア ル コール ・

トルエ ン法によ る処 置を実施中で ある。 これに伴 って幾 内古 墳(御 坊 山,あ やy)池 ,

玉flll等)か ら出土 した漆棺断片 について調査 した。(中 里)

静岡浅間 神祉 の塗 替え」二事に伴 う漆塗装 の調査を 数回 にわ た っ て現 地 で 行 っ た。

(川辺 ・樋 口 ・中里 ・西 浦)

螺 剣技 法胡査 のため 蝶螺釦 鞍(明 治神宮),菊 螺釧鞍(某 家),沃 懸地螺釧須弥壇

(中尊 の,螺 釦如意,沃 懸地螺釦 説明箱(醍 醐寺)を 実 査 した。(中 里)

(3)川1:3_属 工芸 品の製作技法 の研究

製 作技 法資料の蒐 集と調査研究 は継続 して行 っているが,修 復処置 を通 じてこれ を

行 うとと もに,東 北 大学蔵 福島県跡見塚 出土遺物 などの実査 を した。(青 木)

(4)装riYi技 法の研究

伝統技 術の一 つと しての装 演技 法に関す る資料蒐 集と調査研究 は継続 している。承

要文化財指定 会議の出品物 に対 し,文 化庁 に協 力 して,一 部糊差 し,繕 いなどの応急

修復処置を行 った。(増 田)

2.合 成樹脂 による彩色保存の研究

本年度 は,奈 良県興福 寺の国宝三重塔 内初重板絵及び宮城県瑞巌寺の国宝本殿仏壇

瑚囲 の壁貼 付,同 県松 島町観 瀾亭 内床貼 付並 びに襖 の彩 色剥落止 めについ ての調査研

究 と施 行指導 を行 った。実際 の施行は,前 者は京都在住 の宮本滋基氏,後 者は山形県

在 住の杉 山昌士氏に よる ものだが,施 行に 当っては 当研究所 の研究員が現場で試行及

び指尋 を行 った。(樋 口 ・中里 ・増 田)
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また,奈 良県談山神社廟拝所 内壁 の彩色 画に後年 全面的に塗 り重ね られた黄土層の

除去についての研究依 頼があ り,蛋 白質分解酵 素に よる黄土層 の軟化 を試み た。二種

の酵素で実験 し,現 場 環境に適 した ビオプ ラーゼを選 んで現地 で試行 した結果,作 業

の可能性に見通 しをつけ るとと もに実施段階 での積 卸:甚礎 を作成 した。(樋 口 ・増 田)

3.木 造文 化財 の合成樹脂による修 復技 術の研究

人工木材の諸物 性についての基礎研究は,51,52年 度 に引き続 き,科 学研究 費(特

定研究)で 行われたが,そ の研究成果の一 部である アラルダイ トXN1023(ガ ラスマ

イクロバルー ン混入エポキ シ樹 脂)に よる樹脂 処置指導 を桂離宮 の解体部材 の修復に

対 して昨年度に引 き続 き行 った。(樋 口,西 浦)

劣化朽損 した木質構造部材の補強方法 と して,材 のiさ 方 向に溝を切 り,そ こにエ

ポキシ樹脂を流 し込み,さ らにそ こに金属板,ガ ラス繊 維等の補強材 を埋 め込 む方法

を実験検討 した。 この研究は,来 年度以降 も継 続す るが,現 在迄 の所,補 強材 と樹脂

との接着力が処置 された材 の曲げ強度に1も 影響 し,金 属と しては,鉄 がステ ンレス

鋼 よりも接着 力におい て良好であ るとい う結果が出てい る。(樋 口 ・西浦)

4.石 造文化財の修復処置に関す る研究

特別研究(42頁 参照)以 外では,咋 年度か ら引続いて行われ てい る大分県重 文熊 野

磨塵仏(本 年度は不動 明王像)の 修理に際 し,美 術院国宝修理所 に協力 して樹 脂処 置

を指導 した。(樋 口)

また,北 海道 の重文1日日本郵船小樽支店の石塀な どの修理におけ る合成樹脂処置に

ついて事 前調査 した。(樋 口)

5.金 属製品の修復処置 の研究

東京国立博物館保管 出土 鉄製 品の中か ら,新 しい修復技術の定着をはか る研究対象

として,兵 庫県 亀山古墳 出土眉 庇付 冑1個,茨 城県出土頭椎大刀一 口,出 土地不詳玉

杖1個 他を処置 した。(青 木)

香川県岡御堂1号 墳 出土の短 甲に対 して,ウ レタソ樹脂に よる取上げか ら修復 まで

一貫 した処趾を行 い好 結果を碍 た。(樋 口,青 木)

鉄製品に対す るタンニン酸に よる防錆処II'1.としては,北 海道江差の開陽丸か ら取出

された 日本刀に これを試みその効果を観察中であ る。(樋 口 ・青木)

また,埼 玉県稲荷山古li'(}i土辛亥銘鉄剣の保 存処置1こつ いて の委 員会 の依頼で,そ
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の保 存処置につ いて協 力 した 。(樋 口)

青 銅製品の保存処 置法 につ いては,種hの 試験 結果に基づ き,本 年度か ら実際の遺

物 についてベ ンゾ トリア ゾール法 に よる処置を実施 した。本年度はイ ラン出土 の剣に

対 して脱塩 処理 法を検討 しなが ら行 った。(樋 口 ・青木)

金 銅製品の緑 青の ク リーニ ソグ法を定 着 させ る遺 物と して,本 年度,福 井県松岡町

出土天冠,群 馬県二 子山古墳 出土帯の保存処 置を実施 した。(樋 口 ・青木)

6.遺 跡,遺 構,遺 物の保 存に関す る研究

東北大学 工学部応 用化学科 助教授小 野発之氏を招聰研 究員 として招 き,メ チル メタ

ク リレー トモノマーの土 中重 合に よる住居跡 ・貝塚 等の保存処 置法の研究を加 曽利貝

塚 に フ ィール ドを設 けて実験 を行 った。(樋 口 ・青木)

地 層断面を薄 く剥 ぎ取 って保存す る方 法については,大 田区久ケ原遺跡の ローム層

に対 して,酷 酸 ビニール ・マ レイ ン酸 エチル共重合体 を土 に浸透 させ,そ こに ガーゼ

と麻 布を アク リル揺 変エマル ションで貼 って1・5×3mの 剥 ぎ取 りを行 った。(樋 口 ・

青木)

熊 本県三角町 小田良古 墳石 障の保存 に関 し,保 存科学 部 と協力 して実査 し,石 材の

樹脂 処理について検 討 した。 三重 県新大仏寺 の本尊 の石造 基壇(重 文附指定)の 移動

に伴 う発掘及び埋 め もど しに際 しての処 置につい て指導 を行 った。(樋 口)

江差 市開陽丸 出土 木製 品に は,脱 塩後,水 を第三級 プタノールに置換 して凍結乾燥

を実施 し,皮 革については脱 塩後低濃度 のホルマ リン水溶液 にて再度糠 して乾燥 し,

ナ リー ブ油エマルシ ョソにてやわ らか くした。(樋 口 ・青木)

奈 良県橿原考古学 研究 所の依頼に より,太 安萬呂墓及び出土墓 誌銘孔の保存に関す

る調査,研 究に 協力 した。(田辺 ・樋 口)

7・ 特 別史蹟 ・国 宝高 松塚古墳壁画修 理事業へ の協力

修 復処置の実施にあた り,壁 画修復作 業に参加 した。作業対象は天井か ら側壁へ と

拡 が り,55年 度 までの3力 年 継続 して完 成す る予定 であ る。(増 田)

B特 別 研 究

石造文化財の保存・修復に関する科学的研究)(保 存科学部と共同研究,34頁 参照)
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C受 託 研 究

1.重 文 日光男体 山頂 出土鉄製 品の修復処置研究(栃 木)

本件 は3力 年継続 の国庫補 助による修理事業 の一部 であ り,今 年度はそ の最終年度

にあたる。

処置 の対 象は一括遺物 中の剣,刀 子i短 刀 など約150点 の鉄製 品で,錆 のた めに脆

弱化 した鉄製 品にア ク リル樹 脂エマル シ ョンの減圧含 浸を行 って強化 する とと もに,

考古学的 見地 か らの欠失 部の修復 を主 として行 った。実施 に当 っては文化庁 美術工芸

課担 当官の指導 を受けた。(青 木)

2.国 宝 ・量文 日光社寺建造物の 保 存に関する 研 究(栃 木)(保 存科学部 と共同研

究,35頁 参照)

3.仙 台市伊達政宗墓所出土副葬品の保存処置に関する研 究 く皿〉(宮城)(同 上)

昭和50年 度及び52年 度に引続いて行 われてい る研究 で,遺 物 中の漆芸品類は調湿剤

を入れた アク リル ケースで シーズニングしてい るが,こ の内特にキセル箱は木部が腐

朽 して漆膜 のみ となってい るので,こ の漆膜か ら同寸の木部を新 造 し,そ れに原漆膜

を移植す る処置を行 うことと し,昨年度はその予備実験 を重ねて可能性を追求 したが,

今年度は実際に処理 を行い全 て完 了した。

漆膜は厚 い下地 を伴 うので,割 れた ものは内側に強 くカール し,そ の ままでは貼れ

ない のでい った んア クリル板 の間 で平 らに延ば した もの を貼 り付けた。接着剤 と して

は揺変 エマルシ ョソを用いた。膜貼付時 の押 さえには塩 ビ薄板をあてがい,画 鋲,シ

ャコマソ等 も使 い圧着 した。漆膜欠失部は下地をつけ隅取 り漆塗 りとして完成 した。

(中里 ・三浦)

4.重 文 箱木 家住宅柱材 の修復処置研究(兵 庫)

箱木 家住宅 の 解体修理 に際 し,大 部分 の柱は 強度保持のため 新 しく取換え られた

が,当 初材 として璽 要な もの4本 は修理 してふたたび用いたい強い要望があ った。 こ

の柱は大 きな貫 穴が四方か らあけ られ た部 分が上下にあ り,そ こか ら折損 しているた

め補強方法が問題で,当 初鉄板で周囲か ら包み込 むよ うな案 も出され ていたが,最 終

的には当研究所の受託研究 と して,合 成樹脂加工に よって修 復す るこ ととな った もの

であ る。

樹脂加工 の方 法は,ま ず柱全体 にMMAの プ リポ リマーを含浸 して強化 し,ア ラル
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凋 査 研 究

ダイ トXN1023に よって折損部 を整形 しなが ら接合 した。次 に貫穴周辺 の補修部分の

強度を補 うため,こ こに溝を切 り,中 にステソ レス鋼板や 同丸棒 を埋 め込み エポ キシ

樹脂を注入 して固定 した り,FRPを 貼 り込 んだ。

この処置 した表面を更に アラル ダイ トXN1023で 覆い硬 化後古色付け して処置を完

了 した。

現 在箱木家 住宅 の 修理 は完 了 してい るが,こ の修復 した柱は何等異状がない。(樋

1:1・茂木)

5.国 宝大崎八幡神社拝殿板絵彩色の保存処置研究(宮 城)

この板絵は棒板に胡粉下地をお き,比 較的厚 い彩色 で描かれているもので,過 去2

1111(昭和31年 及 び42年)に わた って剥落 どめの処置が実施 されたが,十 分な効 果の得

られ なか った もので ある。今回は所期の 目的が達せ られなか った原因を調査 し,最 終

的には どの ような方 法が よいか を検討す る 目的で,試 験施工 を実施 した。

第lil1旧 の処 置はPVA水 溶液で 行 った もので,PVAの 高い粘性 と,低 い樹脂濃

度のため,厚 い顔料層を通 して木地 まで及ぶ ことがで きず,接 着不良を もた ら した。

第2回 目は比較的樹脂濃度の高いエマルシ ョンで剥落 どめが行われ た。 この場合劉離

部に充分 エマル シ ョンを注入 させ得た箇 所は接 着 してい るが,顔 料層 の表面か らの浸

透に期待 した箇所はほ とん ど効果がない とい う結果を生んでい る。 これ は前回のPV

A処lid`.で顔 料層表面 の強化 とともにその多孔性が失われたため と考え られ る。

そ こで今回は表面張 力の低 いア クリル樹脂溶液を剥離界面に浸透 させ る方法 と,最

近 開発 した揺変性エマル シ ョンの注射器 による剥離部分へ の注入法を試みた。樹脂溶

液では この ようにつ っぱ りの強 くなった顔 料層 を接着す るのに粘性が小 さ く,良 好な

接着は得 られなか ったが,揺 変エマルシ ョンは その粘度 を調節す ることで剥離部分へ

の注入を容易に し,確 実に接着す るこ とがで きた。但 しこの方法は拡散 が全 くない の

で,剥 離 部分を丹念に拾 って 施行す る必要があ り,処 置時 間が 長 くな る欠点 があ る

が,こ の場合には最適な方法 と結論 された。(樋 口 ・中里 ・茂木)

6.f文 福 田寺経塚 出土経巻の保存処置に関す る研究(京 都)

本件は花脊別所経塚群 出土品の国庫補助に よる修理事業の一環で,出 土品の一部で

あ る棒状に固化 しあ るいは一部仮 りに展開 された ままで保存 され ていた経巻の修復処

置に関す るものであ る。
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これ らは巻 子装 として保存す る計画 であるが,本 紙 自体 の劣 化が甚 しく,合 成樹脂

含 滲に よる紙 質強化が まず必要 とされ る。そ の基礎 として,テ ス トピースに よる合成

樹脂 の含 滲適 量を知 るための実験 を行 ってお り,こ の実験後,経 巻 の一部を展開 し含

滲処置を行 い,来 年度 の修 理に応 用 しよ うとす る ものであ る。(増 田)

●

■

D科 学 研 究 費

1.古 美術 品 ・古建 築の主要材料 である木材 とその化粧材 ・接着剤 の耐久性,強 度

及び劣化現象に関する研究(特 定研 究(1)研 究代表者 田辺三郎助)

この研究の 目的は,古 美術品,古 建築 等に 用い られ る木材 とその表面 に塗 られ る漆

膜,彩 色層の劣化変質現象及び木材 の接 着,充 填 に用いる漆,膠 等 の伝統的材料や各

種 合成樹脂 等化学的材 料の強度,耐 久性,経 年変化 の実態 を検討 し,併 せ て木造文化

財の保存 と修復技術の改良に役立 たせ る もの である。

本年度は3力 年 継続 研究 の最 終年度 であるが,前 二年 に引続 き,丹 ・白土 ・胡粉 ・

漆の塗手板 を作製 し,ウ ェザー メー ター,屋 外曝露 による 耐久性試験 を 行 った。 ま

た,人 工木材(SV426,XNIO23)の 諸物性試験 を継続 して行 った。古建造物の継手

については,先 年 度試 験 した四種に加x,本 年度は,追 掛,追 掛大栓,尻 挾金輪 の各

継手について試験 を行 いその結果 を解析検討 した。又,合 成樹脂(エ ポキシ樹脂)に

よる劣化 した木質構造部材の補強修復処 置につ いて多 くの実験 を行 った。(②,A,3

参照)

これ らの結果の一部 は,昭 和54年3月15日 ～3月17日,東 京国立博物館講堂で行わ

れた研究成果に関す るシンポジ ウムにおいて次 の如 く発表 した。

・古建築構造部材の力学 的研究 く継 手の強度 について〉(杉 山英 男 ・東京大学農学

部)

この他,他 の研究機関の研究代表者 に よる研究 に参加 したものの研究課題及び分担

者に次の ものがあ る。

「遺構の埋蔵環境 と劣化現 象並 びに保 存処理 に関す る研究」研究代表者 奈良国立

文化財研究所 佐原 真

分担課題 保存処理実験 及び保存材 料の研究(樋 口)



調 査 研究

6情 報資料部

'

(1)概 要

情報資料部 は,従 来美術 部資 料室 の行 ってきた美術に関す る研 究 資 料 の 作 成,収

集,整 理,保 管 等の業務を充実発展 させ,さ らに研究所各部 の所掌にかか る資料 を対

象 とする ことを 目的 として昭和52年4月18日 新 たに発足 した。当 部は その資 料を文化

財関係事 業のみな らず,国 の内外の研究 者の利 用に供 して,文 化 財に関す る研究 資料

セ ソターの役割を果 してい る。当部研究 員は これ ら業務 を行 うと ともに,各 専門領域

におけ る調査研究を進め,そ の成果を美術部機 関誌 「美 術研究」 及び 美術 部 ・情 報資

料部合同で毎年開催 され る公開学術講座な どで発表 してい る。

研究組織は文献資料研究室 と写真資料研究室の2室 よりな る。

文 献 資 料 研 究 室

研究文献資料 の収集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を分担す るとともに,特 に継 続中

の科学研究費に よる 「戦後 におけ る日本 ・東洋美術史学の発達Y'関 す る研究」の推進

力と して の役割を果 した。

また毎年,日 本 ・東洋古美術 に関す る雑誌論文及び単行図書を分類 集録 した文 献 目

録 を編纂 し,美 術史学界は じめ関連学界に貢献 してい る。定期刊行物所載古美術関係

文献 につ いて,前 回の昭和11年 ～40年 の 目録に引続 き,昭 和41年 以後の 目録作成のた

め の準備 を続行 している。

これ らの業務 のほか,当 室研究員は,日 本 ・東洋古美術各分野で,専 門的調査研究

を進 めてその成果 を公表 し,ま た落款 ・印章に関す る特別研究,科 学研究費に よる一

般研究 「中世絵 画 ・彫 刻作 家資料 の収集 と研究」(代 表者 宮次男)に 参加 した。

e

写 真 資 料 研 究 室

研 究用写真 資料の作成,収 集,整 理,保 管等を行 う。本年 も,従 来通 り各研究者の

調査 研究 活動 に同行 して研究資料を撮影 し,写 真資料を作成 した。 また,そ れ と平行

して,美 術研究 所当時 に撮 影 したガラス写真原板の フ ィル ム面が剥離 剥落が進んでい

1・
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るので,転 写 してお くことを昨年度に引続 き実施 した。なお,転 写 した 各フ ィル1、に

ついて密着焼付写真を貼 った小型写真 カー ドを作成す る作業に着手 した。

これ らの業務のほか,当 研究室員は 日本 ・東洋古美術につい て専門的な調査研究を

進めそ の成果 を公表 した。科学研究費に よる一般研究 「中 世絵画 ・彫刻作家資料 の収

集 と研究」(代 表者 宮次男)の ほか,他 機関の 科学研究費に よる特定研究 「科学的

方法に よる爽洋 占代中 世絵画の材質技法に関す る研究」(代 麦者 東京大学 秋山光

和)に 参加 した。

(2)石 ノ1二究1診母査 れT}亜吻

A一 般 研 究

1.日 本彫刻史の研究 ・古代彫刻史の研究

京 都,大 阪,東 京の個人所蔵 の新羅 金銅仏 の調査を行 った。 また静岡服部家所蔵 の

仏像調査を行 い,奈 良興福院阿弥 陀三 尊像,額 安 芋虚 空蔵 警薩像,神 護 寺薬師 如来像

等のX線 撮影 と調査を行った。(久 野)

2.日 本古 代中世絵 画史の研究

(1)浄 土教絵画研究

千 葉県大隆 芋蔵 山越 阿弥 陀図の調査。(関 口)

(2》 密教絵 画研究

千葉県延命 芋蔵 両界 曼茶 羅図,東 京霊雲 寺蔵愛染 明王像 の調査。(関 口)

(3)科 学的方法 によ る占代絵画 の材 質 ・技 法に関す る研究

科学研究費特定研究 「科学的方法に よる東洋 古代中 世絵画の材質 ・技法に関す る研

究」(代 表者 東京大学 秋山 光和)に 参加,醍 醐 寺蔵五大尊像を調査。(関 口)

(4)料 紙装飾を 中心 とす る古代中IH:絵画の研究

平安時代の経典や和歌写本の見返 し絵や下絵について,特 に東京国立博物館法隆寺

館の梵網経見返 しや,芦 手朗詠集下絵な どを中心に研究を進めた。(江 上)

⑤ 鎌倉時代仏教絵画研究

法隆寺蔵聖徳太子勝難経講讃図,薬 師 芋蔵板絵神像の調査。(関 口 ・江上 ・米倉)

(6)鎌 倉時代絵巻物 ・肖像画の研究

アメ リカ合衆国に出張 し各地 美術館 ・個人所蔵の絵 巻物 の調査 を行 った。 また科学
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研究費に よる一般研 究 との関連 で作者名のわか る絵 巻物 作品の調査を行 った。 肖像画

に関 しては文献遺品の調査研究を進めた。(米 倉)

3.日 本近世絵画資料の収集 と研究

(1)宗 達光琳派の研究

主 と して酒井抱一 の基準作品 と伝記資料 につい て調査 を行 った。(河 野)

② 狩野派 の研究

科学研究費一般研究 「探幽縮 図の研究」(研 究代表者 河野元昭)に より探幽縮図

等の脚査 を行 い,資 料を収集整理 した。(河 野 ・江上 ・米倉)

{3)文 兄派 の研究

栃 木県 立美術 館主催 「谷文 冤展」(53.2.17～3.21)の 実行 委員 とな り,陳 列作品の

調査撮影 を行 った。

(4)絵 馬の研 究

金龍山浅草寺所蔵 の代 表的絵 馬について調査撮影を行 った。

4.東 洋古代文様史の研究

科学研究費海外学術調査 「イ ラン ・イ ラク におけ る 美術 ・考 古学 的調 査」(代 表者

東京大学 深井晋司)に 参加 し,イ ラン南西部の ター ク ・イ ・ブス ター ン摩 崖浮彫 を

調査。(関 口)

東洋古代文様史の研究

イ ン ド・パ キスタン ・アフガニスタンに 出張 し,各 地博物館並びにバ ー ミャンな ど

の遺跡 におけ る古代文様資料を調査す るな ど,西 南 アジアと東 アジアの関係に重点を

おいて研究 を進 めた。(江 上)

5.朝 鮮仏画 の研究

前年度 より引続 き高麗仏画 の調査研究を実施 し,大 和文華館の高麗仏画展 出品の諸

作 品及び南禅寺,鎮 阿寺,根 津美術館,鎌 倉 国宝館等で調査 を行 った。(上 野 ・江上)

6.中 央 アジア古代絵画 史研究

11)ル ・コック収集 キ ジル壁 画について研究 を継続 中。報告(1)の日本人洞 を終 え,

第3区 マ ヤ洞について在 日資料 の調査 と在外 資料 の情報収集にあた った。(上 野)

② 中央 アジア東部一新 彊維 吾爾 自治区一の研究 史 と最近 の研究業績 並び に発掘成

果V'つ い て,資 料の収集検討を続行 中。(上野)
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情報資料部 ・主要研究業績

B科 学 研究 費

1.「 科学的方法に よる古彫刻の構造,材 質,技 法 の研究」(特 定研究(1)研 究 代表

者 久野健)

本年度は従来内部構造の不明であ った木心乾漆造のX線 透過撮影 と金銅仏 の成分の

分析及びr線 に よる透過 撮影を主に研究,調 査を行 った。木心 乾漆像の調査では奈良

輿福院の阿弥 陀三尊 像,奈 良額安寺の虚空蔵 菩薩像,京 都 神護 寺の薬師如来座像のX

線撮影及 び調査を行 い,金 銅仏の調査 では飛 鳥 ・白鳳 時代 の小金銅像十数体 と個人所

蔵の新羅 仏三 十数体 の γ線撮影 と螢光X線 分析 を行 った。そ の成果 は54年2月 東京国

立博 物館 で行 った 「古文化財」 の総会 において発表 した。

2・ 「戦後 におけ る日本 ・東洋美術史学 の発達 に関す る研究」(一 般研究㈹ 研究代

表者 上野 アキ)

本年度は本研究の第3年 度(最 終年度)に あた り,当 初の計画に従 って順調に進行

した。収 集 した昭和50年 度 までの資料については,分 類整理を終 り,51年 度以降につ

いて引続 ぎ作業を継 続 し,他 日の刊行 に備 えてい る。

3.「 探 幽縮 図の研究」(一 般研究◎ 研究 代表者 河野元昭 研究分担者 川上

脛 ・江上緩 ・鶴 田武良 ・米 倉辿夫)

本年度 は本研究 の第2年 度(最 終年度)に あた り,当 初 の計画に したが って順調に

進行,所 期 の 目的を達成 して一応の完成をみた。第1年 度調査撮影分に本年度行 った

京都国立博物館寄託個人所蔵 分を加え,カ ー ド化及び整理を完了,間 もな く索引制作

のための留書 き解読 も終 了す る予定 であ る。 ここまでの成果 を報 告書 にま とめて配布

した。

①:著 書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究 発表7主要 研 究 業 績 ⑤
:講 演 ・放送 ⑥:そ の他

昭和53.4～ 昭和54,3

所 長

②

②

③

③

伊藤 延男(所 長)

寺

浄琉璃寺の歴史,本 堂,三 重塔

表慶 館の ドーム

啓 発45号53.7

大 和 古 寺大 観53.8

国立 博 物 館 ニ ュ ー ス373号53,6

博物館交流拡大への期待一第9回 日米教育会議に出席して一

一49一、_」



一一一 一 一一

調 査研 究

③ 建築の保存と創造

⑤ 文化財保護の歴史と展望

文 化庁 月報53.10

新建築54.1

都市開発 と歴史的環境 の調和を考え る講 演会53.8

同上要 旨 朝 日新聞53.9

o

美 術 部

川上 浬(美 術部長)

② 清明上河図について

⑤ 中国絵画における人間像

新修 日本絵巻 物全集月報2153.11

金沢美術工芸 大学53.12

田村 悦子(主 任研究官)

② 天 理 ・旧松 永本 「源 氏物語絵巻』 詞 書(桐 壷)断 簡一熱海美術館蔵国宝手鑑

「翰墨城」所収 美術研究30753.9

② 藤原佐理書状 去夏帖について一榑の単位は材か村か一

美 術研究30853.10

柳澤 孝(主 任研究官)

① 十 一面 観音 像(日 野原家)学 習研 究会53.4

② 年 中行 事絵 巻 と真言院の道場 内荘厳 新修 日本絵巻物全集 月報2254.1

●Onthe"Ryokaimandara"‐TheOldestpairofMandalasatthe

Kyoogokoku-jiinKyoto‐,MANDALA,TheSeibumuseumofAat,

Tokyo,1978.

④ 東寺五大尊像 の諸問題 特定研究絵画班研究会54,1

④ 日本古 代絵 画におけ る青色有機色料(藍)の 使 用法一醍醐寺五重塔板

絵(951年)を 中心に一(秋 山 ・田 口と共同)

昭和53年 度特定研究 「古文化財」研究会54.3

⑤ 仏画の偽作鑑別 につい て ハ ーバ ー ド大学美術学科53.9

⑤ 平安後 期の仏画 コRン ビヤ大学美術学科53.10
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主要研究業績

噌

猪川 和子(主 任研究官)

③ 仏像の尊容

③ 観音像のひげ

④ 京都万寿寺阿弥陀如来像について

④ 浬薬彫刻調査報告

大法輪46巻1号54.1

工作舎 「遊 」1006号54・3

文化庁重要文化資料選定協議会53.7

美術部研究会53.11

田実 栄子(主 任研究官)

④ 紀州東照宮蔵茶壷口覆の金華山裂について

② 紀州東照宮の東照公小袖について

③ 紅地金入編珍桃文様陣羽織

⑥ 酒井氏蔵 牡丹唐草文様麻裂について

美 術 部 研 究 会54.4

大 日光49号53・8

国 華1018号53.11

文化財保存事業伝承者養成 「型絵染」研修会53.2

② 新資料 紀州東照宮の服飾類 中

一紀州東照宮服飾類調査報告1一 美術研究310号54.3

陰里 鉄郎(主 任研究官)

① 村山椀 多 と関根正二 近代 の美 術50至 文堂54.1

② 小堀進 と日本の水彩画 茨城 県立 美術館 「小堀進遺作展」 目録53.9

② 近 代 日本の洋画 ・大正か ら昭和へ の展 望

群馬県立近 代美術館 「近 代 日本洋 画展一大 正か ら昭和へ」53.9

③ 浅井忠 「収穫」 東京新 聞53.10

⑤ 黒 田清輝 と明治絵画 千葉県立 美術館53.5

⑤ 東北の画家萬鉄五郎 秋 田市立美 術館53.9

⑤ 黒 田清輝 と外光派 ブリヂス トン美術館土曜講座44.1

⑥ 秋 季美術団体展評 共同通信53.9～11

⑤ 原精一 のデ ヅサ ン ・裸婦 「絵」54.3

官 次男(第 一研究室長)

① 合戦絵 「日本の美術」146至 文堂53.7
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調 査研 究

② 絵巻物展望 国語科通信37

② 鎌倉時代肖像画と似絵 「新修日本絵巻物全集」26

② 中殿御会図について 同

⑥ 絵巻年表 国語科通信37

鶴田 武良(第 一研究室)

① 近代中国絵画(昭 和49年角川書店刊本の中国文訳本)

台湾・雄獅美術図書公司

② 近百年来中国画人資料四 美術研究309号

④ 中国の現代絵画所感 美術部研究会

④ 八大山人と牛石慧について一新出の牛石慧筆鳥石図を中心に一

美術部研究会

関 千代(第 二研究室長)

① 中村貞以 「現代日本美人画全集」集英社

① 前田青邨の歴史画(共 著)鹿 島出版会

① 現代日本美術全集(日 本画編)集 英社

芸 能 部

三隅 治雄(芸 能部長)

① 日本祭礼地図Ⅳ(榎 本由喜雄 ・田原久・木下忠 ・原浩一共編著)

国土地理協会

② シイカゴ舞小考r多 古のしいかご舞』所収

② 船の芸能史考 『芸能の科学』10

③ 正月の芸能今昔 季刊邦楽17号

④ 日本における民俗芸能の社会的機能 東北アジア民俗学国際学術会議

④ 紀伊と芸能 地人会

⑤ 祭と民俗芸能 岩波市民講座

⑤ 民俗芸能の伝承と保存 長野県教育委員会

一52一

53.4

53.9

53.4

52.12

53.9

53.5

54.3

53.6

53.12

54.2

54.3

54.2

54.3

53.12

53.6

54.1

53.6

53.10
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φ

⑤ 伝統文化の継承と青年の果す役割

⑤ 岡山県における民俗芸能の分布

⑤ 古典芸能の魅力

佐藤 道子(演 劇研究室長)

② 呪術から芸能ヘー能・狂言の母胎一

③ 東大寺の修二会

③ 日本風俗史事典

⑥ 書評:戸 井田道三 ・後藤淑 「能面」

主要研 究業績

盛岡青年の家53.10

岡山県立博物 館53,11

朝 日カルチ ャーセ ソター54.2～3

「国文 学」6月 号

「祭 りと芸能 の旅」4ぎ ょうせい

弘文 堂

「芸 能」6月 号

羽田 組

① 『薪能』(共 著)

② 狂言,せ りふ とし ぐさの構造 一 「箕被」の場合

② 能の作劇法 と演 技

② 児童図書の中の能 ・狂言

② 能の普及に功績のあ った人び と

② 狂言の唯 子事

⑥ 書評:大 河内俊輝 「雪の能」

⑥ 書評:白 洲正子 ・権藤芳一 「世阿弥を歩 く」

⑥ 能評:「松 風」「鐘の音」ほか

松本 雍(演 劇研究室)

② 能,〈 舞 う〉〈謡 う〉の位相

③ 能楽用語解説

⑥ 能評:「 敦盛」「白田村」ほか

⑥ 記録1「 関 寺小町」 メモ

柿木 吾郎(音 楽舞踊研究室長)

② 五木の子守唄に見る子守唄の原型

一53一

53.6

53.4

54.2

53.5

鎌 倉 市 観 光協 会53.9

「国文 学 」6月 号53.6

別 冊太 陽 「能 」53.11

「観 世 」12月 号53.12

「図 書 新 聞 」53.12

「芸 能 の 科 学 」1054.3

能 楽 タ イ ム ズ53.6

能 楽 タ イ ム ズ53.10

能 楽 タ イ ム ズ54.1

「国 文 学 」6月 号53.6

別 冊 太 陽 「能 」53.11

能 楽 タ イ ム ズ53.6

能 楽 タ イ ム ズ53.7

芸能の科学1054.3
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調 査 研究

② 学校教育での伝統音楽 音楽鑑賞教育

⑤ 古典邦楽と現代邦楽 クインズランド大学公開講座

⑤ 箏の技法,古 典と現代一求められる技法の変化一 芸能部公開学術講座

③ オーストラリア原住民の音楽行動 音楽学会

山本 宏子

② 日本の箏 と アジアの ツィター属

横道萬里雄

② 唱歌概観

② 道成寺の戯曲

③ 能

④ 舞踊学の方法論

⑤ 日本の古典芸能

⑤ 世阿弥の能楽論

⑤ 夢幻能の世界 「井筒」

⑤ 箏曲と能

⑥ 熊本の型と謡(対 談)

中村 茂子

② じんやく踊考

③ 未来芸能大神楽

⑤ 地方定着の大神楽

⑥ 大神楽一その芸の魅カー

⑥ 大神楽

仲井幸二郎

③ 民謡の知識

③ 実習民謡曲集・曲目解題

54.1

53.7

53.12

53.11

芸能 の科学1054.3

口 唱歌 大 系53.10

季刊 邦 楽53・12

別 冊 太 陽53。11

舞 踊 学 会53.6

朝 日 カル チ ャー セ ンタ ー53.4～6

多 摩 市民 会 館53.11

能 楽 懇 談 会53,12

箏 曲 の伝 統 を守 る会54.2

能 楽 タ イ ムズ53,11

芸能の科学10

自然と文化79春季号

小布施町教育委員会

公演演出

美を求めて監修

54.3

54.3

54.3

53.10

53.11

日本 音 楽 教 育 セ ン ター53.10

日本 音 楽教 育 セ ン ター53.10
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③ 津軽三味線の魅力

③ ねぶたと津軽三味線

③ 民謡と尺八

③ 太鼓の魅力

④ 信太妻伝承と和泉

④ 山家鳥虫歌(共 同研究)

⑤ わらべうたとお正月

⑥ 祝福と期待と

⑥ 日本民謡の二つの表情

⑥ 民綱の本流 ・支流(座 談会)

⑥ テクニカルタームの統一

主 要 研 究 業 績

リー ダー ス ダ イ ジ ェ ス トレ コ ー ド54.3

リー ダー ス ダイ ジ ェス トレ コー ド54.3

リー ダー ス ダ イ ジ ェス トレ コー ド54.3

リー ダー ス ダ イ ジ ェス トレ コー ド54.3

慶 応 義塾 大学 地 人 会53.12

芸能53,4～54,3

慶 応 義 塾 中 等 部53,12

み ん よ う文 化7月 号53.6

三 田評 論7月 号53,7

日本 音 楽 教 育 セ ン タ ー53.10

み ん よ う文 化12月 号53,12

卜

■

保 存 科 学 部

江 本 義 理(保 存 科 学 部 長)

② 古 銭 の 研 究 に お け る 鉛 同 位 体 比 の 応 用(馬 渕 ・平 尾 ・山 幡 と 共 同)

古 文 化 財 之 科 学22号53,8

2QCharacterizationofAncientJapaneseRoofingTilesby57Fe

MossbauerSpectroscopy(,」-F1永 ・武 田 ・馬 渕 と共 同)Archaeometry2053.8

QColoringTechniqueandRepairMethodsforWoodenCultural

Properties(西 川 と 共 同)

"ConservationofWood"ProceedingsofIntern
ationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalProperty53.11

③ 木 造 建 造 物 の 保 存 科 学 建 築 雑 誌9454.ユ

③ 博 物 館 資 料 の 保 存 科 学 化 学 教 育2754.2

●DisintegrationProductsfromRelicsandSites

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

④ アル カ リ性 汚 染 因 子 の確 認 と環 境 調 査 用 モ ニ ター の 作成

一55一
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凋査 研究

科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年度研究発表会54.3

⑤ 保存科学概論

昭和53年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修会53.11

⑤ 資料の収集・保管及び調査研究 国立社会教育研修所博物館職員講習会53.12

見城 敏 子(主 任 研 究 官)

② 漆 の分 析 に関 す る研 究(第2報)赤 外 吸 収 分 析 古文 化 財 之 科学23号53.11

QEffectofHumidityontheHardningofLacquer

"ConservationofWood"ProceedingsofInternationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalProperty

② 多 賀城 跡 出 土 漆 紙 文 書 ・漆 状 の物 質 に つ い て

宮 城 県 多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集1

0DeterminationofCopper,lronandManganeseinJapanese

LacquersbyAtomicAbsorptionSpectroscopy(馬 渕 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

53.11

54.3

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

④ 環 境 条 件 の 判定(環 境 調査 用 モ ニ ター)(分 担)

科 学 研 究 費特 定 研 究 「古 文 化 財 」 昭 和53年 度 研 究 発 表 会54,3

⑥ 漆 ・彩 色 歴 史 公 論2(縄 文 時 代 日本)54.2

門 倉 武 夫(主 任 研 究官)

② 文 化財 周辺 気 中 の塵 埃 に 関 す る研 究 〔H〕 走 査 電 子 顕 微 鏡 ・X線 マ イ

ク ロ アナ ライ ザ ー に よる銅 板 住屋 根 の汚 染 物 質 の 測 定(鈴 木 ・西 当 と共 同)

保 存科 学18号54.3

② レオ ナ ル ド ダ ビン チ展 に お け る生 物 劣 化 防 除(新 井 ・森 と共 同)

保 存科 学18号54,3

④ActivationanalysisofTraditionalJapanesePaper(馬 渕 ・野津 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

-56一
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主要研究 業績

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

④ 新設展示 ・収蔵施設 の汚染因子 と収納 文化財へ の影 響 ・環境 中の粉塵(分 担)

科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年 度研究発表会54,3

馬渕 久夫(化 学研究室長)

② 日の出山窯跡瓦の放射化分析(野 津 ・掘井 ・不破 と共同)

考 古学 と自然科学10号53.4

② 原子吸光法に よる東洋の古銭 の化学分析(山 口 ・菅野 ・中井 と共同)

古文化財 の科学22号53.8

② 古銭の研究におけ る鉛 同位体比 の応 用(江 本 ・平尾 ・山幡 と共 同)

古文化財 の科学22号53,8

② 和紙 の製造工程 におけ る含有元 素の挙動(野 津 ・牧 島 ・不破 と共 同)

古文化財の科学23号53.11

●CharacterizationofAncientJapaneseRoofingTilesby57Fe

MossbauerSpectroscopy(富 永 ・武田 ・江本 と共同)

Archaeometry,20.2(1978)

●NuclearTechniquesAppliedtoArchaeologicalObjects

'日 本 自然 科学 集報453
.12

② 核技術に よる古文化財の研究 一産 地推定 を中心 に一

Radioisotopes28(2)54.2

② 質量分析計へのマイ クロコンピュー ターの応用(藤 井 ・平尾 と共同)

保存科学18号54.3

③ 第2回 文化財保 存修復 国際研究集会一文化財 と分析化学一

文 化庁月報126号54.3

③ 文 化財 と分析化学一第二回文化財保存修復国際研究集会 報告一

月刊文 化財186号54,3

④ 質 量分析法に よる鉛同位体比の測定(中 村 ・平 尾 ・木村 共同)

第15回 理工学 におけ る同位体元 素発表会53.6
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調 査 研 究

④ 古 銭 の研 究 に お け る鉛 同 位 体 比 の応 用(平 尾 ・山 幡 共 同)

第15回 理 工 学 にお け る同 位 体 元 素 発 表 会53.6

④ 和 紙 の中 の微 量 元 素 の定 量(野 津 ・牧 島 ・不 破 共 同)

日本 分 析 化 学 会 第27年 会53.6

④ICPを 用い た 古 銭 の分 析(野 津 ・井山 ・富 永 共 同)

日本分 析 化学 会 第27年 会53.6

●DeterminationofCopper,lron,andManganeseinJapaneseLacquers

byAtomicAbsorptionSpectroscopy(見 城 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalpropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

●SimultaneousMultielementAnalysisofCoinsbyInductivelyCoupled

Plasma‐OpticalEmissiomSpectroscopy(野 津 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.1

④ActivationAnalysisofTraditionalJapanesePaper(門 倉 ・野 津 共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

石 川 陸 郎(物 理 研 究 室)

② 多 賀城 跡 出土 漆 紙文 書 ・見 え な い文 字 の赤 外 線 テ レ ビに よ る解 読

宮 城 県多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集154.3

② 多 賀城 跡 出 土 漆 紙 文 書 ・素 材 物 質 の 性 状 に つ い て

宮 城 県 多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集154.3

④ 分 光特 性 を 利 用 した 古 文 化 財 上 の 文 字 の 復 元(三 浦 ・稲 村 ・豊 田共 同)

第4回 リモ ー トセ ソ シ ング シ ソポ ジ ゥ ム53.11

④ 実 験 収 蔵 庫 内の 温 湿 度 測 定(分 担)
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主要研究業績

科学研究費特定研究 「古文化財」研究発表会54.3

④ 汚染因子の防除法(分 担)

科学研究費特定研究 「古文化財」研究発表会54,3

三浦 定俊(物 理研究 室)

④XCTに よる仏像 の調査(馬 渕 と共同)第17阿SICE学 術講演会53.8

④ 分光特性 を利 用 した 古文化財上 の文字の復元(石 川 ・稲村 ・豊田 と共同)

第4「司リモー トセンシングシンポ ジウム53.11

④ 実験癖{一温湿度(石 川 ・半沢 と共同)

特定研究 「古文化財」昭和53年 度研 究発表会54.3

⑥ 博物館の照明につい て 日本博物 館協会九州支 部大会 ・宮崎53.12

■

■

新井 英夫(生 物研究室長)

② 増上寺におけ る経蔵 な どの燃蒸(森 八郎 と共 同)

古文化財の科学22号53.8

② 明治神宮宝物 殿虫害 の調査,対 策並 びに措 置(森 八郎 と共同)

古文化財の科学22号53.8

② 文化財 と微生物 岩波講座現代生物科学 月報853.10

●BiodeteriorationofWoodenCulturalPropertiesandItsControl

"ConservationofWood"ProceedingsofInte
rnationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalProperty53.11

② 建 築彩色 に発生す る糸状菌 の防除法 保 存科学18号54.3

② レオナル ド ダ ビ ンチ展におけ る生物 劣化防除(森 ・門倉と共 同)

保存科学18号54.3

② タケ材 の虫害 と防除措置(森 と共同)保 存科学18号54.3

④ 微生物発生時 の環境条件の推定(分 担)

科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年 度研究発表会54,3

④ 微生物に対す る燃蒸 条件の検討 と低 毒性 薬剤の検索(分 担)

科学研究費特定 研究 「古文化財」昭和53年 度研究発表会54.3
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凋 査 研 究

森 八 郎(生 物 研 究室)

② わ が 国 に おけ る シ ロア リの生 息 北 限 調 査(前 田 ・児 玉 ・清 水 ・山 根 と共 同)

しろあ り33号53.6

② 文 化 財 とシ ロア リ しろあ り34号53・7

② 増 ヒ寺 に お け る経 蔵 な ど の燥 蒸(新 井 と 共 同)古 文 化 財 の科 学22号53・8

② 明 治 神 宮 宝物 殿 虫害 の調 査 ・対策 並 び に 措 置(新 井 と共 同)

古 文 化 財 の科 学22号53.8

② わ が 国に 生 息 す る ヒラ タ キ ク イ ム シ科Lyctidaeの1害 虫 種 ケ ブ トヒ ラ タキ

ク イ ム シMinthearugicollisWalker追 記 木 材 保 存12号53,9

●InsectPestsofWoodenCulturalPropertiesandTheirControlin

JApan(PreprintoftheContributiontotheOxfordCongress)

TheInternationalInstituteforConservationofHistoricand

ArtisticWorks(1.1.C.)53.9

② 本 州 日本 海 沿 岸 の イ エ シ ロア リ分 布 調査(児 玉 ・山根 と共 同)

しろあ り35号53.10

② 北 海 道 に お け る シRア リ分 布 と文 化 財 の 蟻害 に つ い て

古 文 化 財 の 科 学23号53.11

② 小 笠 原 諸 島(父 島)に おけ る シ ロア リ分 布 の 変遷 しろあ り36号54.1

② わ が 国 に 生 息 す る"住 まい の害 虫"リ ス ト 〔II〕各 論2鞘 翅 目(続)

しろあ り37号54.3

② タ ケ材 の 虫害 と防 除措 置(新 井 と共 同)保 存 科 学18号54.3

④ わ が 国 に お け る最近 の シ ロア リ分 布 と被 害 調 査(第8報)(前 田 ・児 玉 ・

清 水 ・山 根 と共 同)日 本応 用 動 物 昆 虫 学 会 大 会53,4

④ 文 化 財 の 虫 徽害 防 除 法 の 開 発(新 井 と共 同)

科 学 研究 費特 定 研 究 「古 文 化 財 」 昭 和53年 度 研 究 発 表 会54.3

⑥ シ ロ ァ リNHK(FM)53.5

⑤ 建 築 物 の 虫害 しろ あ り対 策 ゼ ミナ ー ル講 演

(社)日 本 しろあ り対 策 協 会53.8

⑥ シ ロ ア リ ラジ オ関 東53.12
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⑤ シ ロア リの昆虫学的知 識

⑤ シロア リの昆虫学的知 識

⑤ シロア リ

⑤ 住 まいの害虫

主要研究業績

しろあ り防除施工講習会講演

(社)日 本 しろあ り対策協会(東 京)54.2

しろあ り防 除施工講 習会講演

(社)日 本 しろあ り対 策協会(福 岡)54.2

(社)日 本環 境衛生セ ンター講 習会講演54.3

(社)神 奈川県藤沢消費生活セ ソター講 演54.3

修復技術部

田辺三郎助(修 復技術部長)

① 小金銅仏(松 原三郎共著)

③ 浄瑠璃寺四天王像

③ 当麻寺四天王像

⑨ 当麻寺行道面

⑨ 日本の仮面

⑤ 江戸時代の彫刻

⑤ 日本仮面史概説

東京美術54.2

大和 古寺大観7岩 波書店53,8

大和 古寺大観2岩 波書店53.12

大和 古寺大観2岩 波書店53.12

特別展 「日本 の仮 面」熱 田神宮54.1

文化庁主催 「修理技 術者 講習会」53,9

熱 田神宮宝物館54.1

中里 寿克(第 一修復技術研究室長)

② 国宝・大崎八幡神社拝殿板壁彩色の保存処置(樋 口清治と共著)

② 平安時代漆芸技法資料 紐

保存科学18号54.3

保存科学18号54.3

■

西 浦 忠 輝(第 一修 復技 術 研 究室)

⑨ 石 造 文 化 財 の 保 存 に関 す る海 外 研 修 保 存 科 学18号54.3

⑤ 石 造 文 化 財 の 保 存 に関 す る海 外 研 修 報 告

第8回 文 化 財 保 存 修 復 研 究 協 議 会53.9

0PreservationTreatmentofthelmportant"Lunette"inScuola

GrandeS.MarcoPresentedtoUNESCO53.11
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調 査 研 究

増 田 勝 彦(第 二 修 復 技術 研 究 室)

⑤ 表 具 と技 術 東 京 都 博 物 館 協 議 会 第3回 博 物 館 見 学 研 修 会54.2

0PeportofthemissionforExaminationofDamagedJapaneseart

ObjectsinVeniceandDemonstrationofJapaneseRestoration

TechniquesinRome.PresentedtoUNESCO54.2

樋 ロ 清治(第 三 修復 技術研究室長)

② 国宝 ・大崎 八幡神社拝殿板壁 彩色 の保存処置(受 託研究報告)

(中里寿克共著)54.3

③ 文化財保存 と表面加工の問題 化学工業29(11)53.11

③ レジャー と高分子(古 美 術)高 分子2753,8

④ 熊野磨崖仏修理におけ る合成樹脂処置 と今後の課題

文化財保存修復研究協議会53.9

④ 木造文化財建造物修復におけ るエポキシ樹脂 の応 用

エポキシ樹脂技術協会研究委 員会53.11

④ 建造物修復 におけ る合成樹脂 の応用

日本材 料学 会エ ポキシ樹脂専門 部会54.1

⑤ 文化財修復 と保存科学 埼 玉県文化財保護協会文化財講習会53.7

⑤ 合成樹脂に よる遺物取 り上げ保存

奈良国立文化財研 究所埋文 セ ンター講 習会53.7

⑥ 遺物 の保存 ・修復に用い られ る合成樹脂

昭和53年 度埋蔵 文化財発掘技術者専 門研 修会53.11

青木 繁夫(第 三修復技術研究室)

② 出土鉄製品の保存修復 月刊文 化財182号53.11
o

情報資料部

久野 健(情 報資料部長)

① 白鳳の美術 六興 出版53.4

一62一



主要 研究業績

① 秘仏 学生社53.8

② 朝鮮三 国仏 と日本の初期仏教美術 みつゑ879-88253・6～53.9

② 唐招提寺 と安如宝)1=」:光 貞博士記念論文集53.8

② 飛鳥 ・白鳳小金銅仏 の発願者,制 作者((:)美 術研究30954.3

⑤ 飛鳥 ・白鳳彫刻 と渡来仏 美術部 ・情報資料部公開学術講座53.11

江上 緩(1一 任研究官)

② 延暦 ぶ蔵金銀交Il}法名陛経の荘厳画 〕庭術ρ1二究30954.2

③ 西本願 牟本三十六人集1～3月 「[j百科196～19854.1～3

⑥ 世界 考占"γ事 典(文 様関係の項)平 凡社54.2

上野 アキ(文 献資料研究室長)

② キジル 日本人洞の壁画一ル ・コ ック収集西域壁画調査(1)

美術研究308号53.10

② 概説 ・中央ア ジア1(東 部)考 古学 事典 平几社54.2

④ 中国文物瞥見(上 ・下)美 術部 研究会53.12,54.1

⑥ 中国の旅 アル ク160号53.12

米倉 迫夫(文 献資料研究蜜)

② 「随身庭騎絵巻」 新修 日本絵巻物 全集26角 川書店53.9

③ 「小野雪見御幸絵 巻」 国華101653.9

⑤ 「似絵について」 美術 部 ・情報資料部 公Dlj学術講座53.11

関 ロ 正 之(写 真資料研究 室長)

② 霊雲 寺所蔵 大威徳 明T-.画像 につ いて 国華101453.8

④ 霊雲寺 の仏 画 美術部 ・情報資料部研究会53.6

河野 元昭

② 抱 一の伝記 ・抱一 のイ了年紀1/1'品「琳派絵画 全集 抱一派」
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調 査研 究

③ 待合の掛物一円山四条派一

⑨ 谷文晃筆山水図屏風

③ 琳派花木図屏風の流れ

③ 教育者としての谷文晃

④ 探幽縮図について

8そ の他 の研 究 活動

ほかの機関における講義など

　

脛

男

子

孝

子

子

名

次

悦

和

栄

上

村

沢

川

突

氏く

川

宮

田

柳

猪

田

郎

良

理

夫

助

之

緩

郎

鉄

武

義

久

三

正

〃

里

田

本

渕

辺

口

上

陰

鶴

江

馬

田

関

江

日本経 済 新 聞社53.12

淡 交32-5,6,7,8,10,1253.5,6,7,8,10,12

国華101553.8

「日本屏 風 絵 集成6」 講 談社53.9

栃 木 県立 美 術 館 谷文 昆 展 カ タ ロ グ54.2

美 術 部研 究 会53・4

(機 関 名)

青山学院大学非常勤講師

〃 〃

〃 〃

東京大学文学部 〃

帝京大学 〃

お茶の水女子大学家政学部

日本女子大学

福島大学教育学部

成瞑大学

東京芸術大学美術学部

東京大学工学部

東京大学文学部

千葉工業大学

埼玉大学教養学部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

(担当科目)

東洋美術史

日本絵画史

書道史

文化交流

日本美術史

服飾史特論II

服飾文化史特論

近代日本美術史

中国絵画史

保存科学特論

放射化学

日本木彫史

文芸学・芸術学

日本美術史

.一



V【 事 業
■

1出 版

(1)美 術 研 究

昭和7年1月 創刊 ・当所美術部の調査研究の成果を公表するための機関誌であっ

て,主 として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版解説・美術関係文献の

校刊等を掲載し,と きには所外研究者の寄稿を受けることもある。A4版,各 号本文

40頁原色図版1,単 色図版8で,昭 和53年度は,次 のとおりである。

癸術研究309号 昭和53年12月編集

く論説〉

延暦寺蔵金銀交書法華経の荘厳画 江上 緩

飛鳥 ・白鳳小金銅仏の発願者,制 作者(上)久 野 健

美術研究310号 昭和54年2月 編集

く論説〉

飛鳥 ・白鳳小金銅仏の発願者,制 作者(下)久 野 健

新資料 紀州東照宮の服飾類(中)

一紀州東照宮服飾類調査報告(1}一 神谷 栄子

く研究資料〉

狩野探幽筆鳥類写生帳摸本(大 英博物館蔵)に ついて 辻 惟雄

来振寺本五大尊像より再出の紀年銘 有賀 祥隆

(2)日 本美術年鑑

●

昭和11年 創刊。毎年1冊(た だ し昭和19～21,同22～26,同49・50年 は各合冊)出

版 し,昭 和54年3月 までに35冊 を刊行 した。内容 は毎年1月 か ら12月 までの美術界の

活動状勢を記録す るので,美 術界年史,展 艶 会記録,美 術文献 目録,物 故者略歴 等を

収録 し,編 集は主 として第二研究 室があた り,美 術部,情 報資料部研究員 の調査執筆
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事 業

に よる。

日本美術年 鑑 昭和51年 版

日本美術年鑑 昭和52年 版

昭和53年8月31日 発行

昭和54年3月31日 発行

(3)芸 能 の科学

芸能の科学10(芸 能論考V)

本年度は,芸 能論考集 と して下記 の諸論文を収録 し,刊 行 した。

日本 の箏 とアジアの ツィター属

五木 の子守 唄に見 る子守 唄の凍型

じんや く踊考

船の芸能史考

狂 言の1難子事

lLI本 宏r

柿木1'榔

中村 茂f

三隅 治雄

羽田 剥

(4)保 存 科 学

昭和39年3月 創i二llによる保存科学部 ・修復技術部の機関誌で,年1回 の 「ll行に より

先イ1`一度 までに5(;17%,'一までを発行 した。内容は所属研究員に よる文化財の保存 と修復に

関す る科学的調査,研 究,受 託研究報告等 の論文報告笠であ る。なお,本 年 度は第18

号を発行 した。

保 存科学第18号Hl仰 】54年3月 発行

(1)縄 文 晩期の塗 装について 見城 敏f

t2)質 肚分析計へ のマ イクロコンピ ューターの応 川 藤井清志 ・平尾良光 ・馬渕久 夫

(3)文 化財周辺気中の塵埃 に関 する研究 〔II〕

一走査電子顕微鏡,X線 アナ ライザーによ る銅 板1渥 根 の汚染物 質の測定 一

門 倉武 夫 ・鈴 木良延 ・西 当修 作

(4)建 築彩色に発生す る糸状菌の防除法 新井 英 夫

(5)レ オナル ド ダ ビソチ展におけ る生物劣防除 新 井英夫 ・森 八郎 ・門倉武 夫

(6)タ ケ材 の虫害 と防除措 置 森 八郎 ・新 井英夫

(7)遺 跡 の崩壊防止 のため の合成樹脂処置法の研究 小野 尭之

(8)国 宝 ・大崎八幡神社拝殿板壁彩色の保存処置 受託研究報告第46号

..
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(9}平 安時代漆芸技法資料VIQ

(10)石 造文化財 の保存 に関す る海外研修

ω 昭和53年 度修復処置概報

(5)そ の他 の出版物

美 術 部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗慕張萱摘練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

當貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

宮素然箪明妃出塞図巻

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

近代日本美術資料

近代日本美術資料

近代日本美術資料

墨跡資料集

墨跡資料集

墨跡資料集

出 版

中里寿克 ・樋口清治

中里 寿克

西浦 忠輝

修復技術部

(美術研究資料第1輯)

(美術研究資料第2輯)

(美術研究資料第3輯)

(美術研究資料第4輯)

(美術研究資料第5輯)

(美術研究資料第6輯)

(美術研究資料第7輯)

(美術研究資料第8輯)

(美術研究資料第9輯)

(美術研究資料第10輯)

(美術研究資料第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

一6?一

昭和7

昭和9

昭和10

昭和11

昭和12

昭和13

昭和14

昭和14

昭和15

昭和16

昭和16

昭和13

昭和14

昭和15

昭和16

昭和17

昭和23

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和26



事 業

源氏物pp絵 巻 昭和24

黒田清輝素描集 昭和24

栄山寺八角堂 昭和25

栄山 寺八角堂の研究 昭和26

法隆寺金堂建築及び壁 画の文様研究 沼和28

黒田消輝作品集 昭和29

高雄曼茶羅 昭和41

明治美術塘礎資料集 昭和50

東洋美術文献 目録 明治以降昭和10年 まで 昭和16

東洋焚術文献 目録続編 昭和11年 ～同20年 昭和23

東洋古美術文献 目録 昭和21年 ～同25年 昭和29

美術研究索引 第1号 ～第100号 昭和16

美 術研究総 目録 第1号 ～第230号 昭和40

東洋美術文献 目録 明治以降昭和10年 まで(再 刊)昭 和42

日本東洋古美術文献 目録 昭和11年 ～同40年 昭和44

ほか に科学研究 費補 助金(研 究成果刊行費)の 交付を受け,ま たは本研究所の

監修 で刊行 された 図書 は次 のとお りであ る。

光学的方 法による古美術 品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷

醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

扇面法華経

金字宝塔曼陀羅

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

隈元謙次郎著

秋山光和柳沢 孝著

鈴木敬三

宮 次男著

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

吉川弘文館

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

鹿島出版会

吉川弘文館

昭和30

昭和32

昭和34

昭和39

昭和39

昭和41

昭和47

昭和50
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芸 能 部

標準日本舞踊譜

音盤目録1

芸能の科学1一 芸能資料集1一 四世鶴屋南北作者年表

芸能の科学2一 芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

音盤目録皿

東大寺修二会 観音悔過(お 水取り)

東京国立文化財研究所芸能部監修 ビクターレコード

芸能の科学3一 芸能論考1

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学4一 芸能資料集皿

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学5一 芸能論考II

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学6一 芸能調査録1「 東大寺修二会の構成と所作」(上)

東京国立文化財研究所芸能部編 乎凡社

芸能の科学7一 芸能調査録IIr東 大寺修二会の構成と所作」(中)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学8一 芸能論考皿

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

芸能の科学9一 芸能論考Ⅳ

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

音盤目録皿

芸能の科学10一 芸能論考V

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

保存科学部(受 託研究報告)

重要文化財円成寺本堂内陳彩色剥落どめ他18件

版

昭和35

昭和40

昭和41'

昭和41

昭和45

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50

昭和52

昭和52

昭和53

昭和53

昭和54

昭和35～ 昭和42

.・



事 業

修復技術部

表具の科学(特 別研究・軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究報告書)

昭和53

2黒 田清輝巡回展

黒 田滴輝の遺 作の多 くを所蔵 してい る本研究所 は,黒 田清輝 の功績を記念 し併せ て

地方文化の振興に資す るために,昭 和52年 度か らの事業 と して黒 田清輝巡回展を年1

回地方において開催 して きた。

本年度は千葉市において開催 した。

会 期 昭和53年4月27日 ～5月28日

会 場 千葉県 立美術館

主 催 東京 国立文化財研究所 ・千 葉県立美術館

開催 日数28日 間

入場者数13,459人

陳列点数 油彩44点,デ ッサ ン50点,写 生帖17冊,書 簡3通,日 記5冊,写 真

パネル2,彫 像1点,遺 品2点,記 録写真16枚

目 録A4判 変型104頁,原 色版6頁,単 色 版66頁

講 演 会 日時:5月6日 午後2時 会場:千 葉県立 美術館

演題:黒 田清輝 と明治絵画 講師:陰 里鉄郎

3公 開学術講座

美 術 部 ・情 報 資 料 部

日 時 昭和53年11月11日(土)13:30～16:30

会 場 日本経 済新 聞社 小ホール(9階)

講 演(1}似 せ絵 につ いて 情報資料部文献資料研究室 米倉 辿夫

②飛 鳥 ・白鳳彫 刻と渡来仏 情報資料部長 久 野 健

芸 能 部

日 時 昭和53年12月7日(木)18:00～21:00

-70一
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会 場 朝 日講堂

講 演(1旧 本の箏 とア ジアの ツ ィター属

②求め られ る技 法の変化

実演と話

4会 議

保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

第8回 文化財保存修復研 究協議会

日 時;昭 和53年9月28日10:00～17:00

会 場 本研究所別館会議室

テ ーr「 石造文化財の保存 ・修復 ・復元」

学術講座 ・会滋

音楽舞踊研究室 山本

音楽舞踊研究室 柿木

野坂 恵子・宮下

宏子

吾郎

伸

本年度は,昭 和48年 度の 「石 造文化財の保存修復 」以降 の石造文 化財修復 に関す る

問題点 の討議を行 った。出席者は文化庁 か ら北 村文化財鑑査官以下,記 念物課,建 造

物課,美 術工芸 課,無 形文 化民俗文化課の担 当調査官,東 京国立博物館工芸課,考 古

課,東 京芸術大学美術学部,更 に関係機 関 として奈良国立文化財研究所,元 興寺仏教

民俗資料研究所,美 術院国宝修理所,文 化 財建造物保存技術協会か ら出席を得た。

(発表課題 ・発表者)

1.珍 敷塚の復元摸造 と石造遺 跡保存の問題点

2

M

4

亡0

6

文化庁文化財保護部美術工芸課 文化財調査官

臼杵磨崖仏の復元摸造と将来の修復計画

文化庁文化財保護部美術工芸課 文化財調査官

1日帝国京都博物館飾石の破損と修復について

文化庁文化財保護部建造物課 専門員

大分県磨崖仏群の化学組成 保存科学部化学研究室t

石造文化財保存に関する海外研修報告

修復技術部第一修復技術研究室

熊野磨崖仏修理における合成樹脂処置と今後の課題

修復技術部第三修復技術研究室長

三輪 嘉六

鷲塚 泰光

五t盛 重

馬渕 久夫

西浦 忠輝

樋口 清治

一7i一



第7回 文化財 保存 科学 懇談会

日 時 昭和54年2月27日

場 所 本研 究所別 館会議 室

文化財の保存 と修 復に関 し,保 存科学部 ・修復技術部 の調査研 究 が 円 滑 に 推 進 さ

れ,文 化財保護事業に効果を もた らす ことを 目的 として,文 化庁文化財保護部文化財

鑑査官,記 念物課,建 造 物課,美 術工 芸課の課 長及 び担 当技官 の出席を得て,本 年度

の両 部の特別研究,受 託研究,一 般研究の報告を行 い,昭 和54年 度 の両部の調査研究

計画 を脱明 した。一 昨年 度か ら始 った特別研究 「石造文 化財 の保存 ・修復に関す る科

学的研究」(3力 年継続)に ついて文化庁 側に協力を求 め,ま た文化財保存修復研究

協議 会及び研究 テー マの選 択について具体 的な意見交換 を行 った。

文化財の保存及び修復に関する国際研究 集会

Ill{和52年11月に開かれた第1回 に引続 き,第2回 が開かれた。本年度は文化財一般

の傑 存 ・修復処置の前段 階において重 要な基礎 データを与え る化学分析を中心の テー

マと した。

溝演者は組織委員会に より選定 され,海 外6名,日 本10名 であ った。講演は下記の

よ うな6セ ッシ ョンに分けて行わ れた。 日程は次のとお りであ る。

名 称 文化財の保存及び修復 に関 する国際研究集会一文化財 と分析化学一

(The2ndInternationalSymposiumontheConservationandResto-

rationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐)

日 時 昭和53年11月27日 ～30日(4日 間)

27日 ～29日 講演 ・討議 国立社会教育研修 所

30日 現地 討議 筑波学園都市

く演題及び発表者 〉

第1日

〔セ ッシ ョソ1絵 画〕

1.TheScientificAnalysisofPaintingsandtheirStructures:Facilitiesand

Communication(絵 画 とそ の構造 の科学的分析:装 置 とコ ミュニケーシ ョンの問

題)

-7z一
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会 議

カ ナ ダ国 立 博 物 館 顧 問N・ ス トロー

2.UsingScientificAnalysisintheArtHistoricalStudyofOldJapanesePainting

(古 代 日本 画 の歴 史 学 的 研 究 へ 科 学 的 分 析 の 応 用)

東 京 大 学 教 授 秋 山 光和

〔セ ッシ ョ ン2顔 料 ・染 料 ・うる し〕

3.PhysicalandMicrochemicalMethodsusedfortheIdentificationofPigments

andDyestuffs・PossibilitiesandLimits(顔 料 ・染 料 の 同定 に 用 い られ る物 理

的 ・ ミクロ化 学 的 方 法 一 可 能 性 と限 界)

ドイ ツ博物 館 員 ヘ ル マ ン ・キ ュー ン

4.ChemicalProcedurefortheDeterminationofPlantDyesinAncient

JapaneseTextiles(古 代 日本 の染 織 品 に おけ る植 物 染 料 の決 定 の化 学 的 方 法)

進 化 生 物 学 研 究 所 主 任 研 究 員 林 孝 三

5.AttemptstounderstandJapaneseLacquerasaSuperdurableMaterial(超

耐 性物 質 と して の 漆)

東 京 大 学 生 産 技 術 研 究 所 教 授 熊 野 難 従

6.DeterminationofCopper,IronandManganeseinJapaneseLacquersby

AtomicAbsorptionSpectroscopy(原 子 吸 光 分 析 法 に よ る漆 中 の 銅 ・鉄 ・マ ソ

ガ ソの定 量)

保 存 科 学 部 主 任 研 究 官 見 城 敏 子

第2日

〔セ ッシ ョ ソ3金 属〕

7・SolidSamplesfromMetallicAntiquitiesandTheirExamination(金 属 遺物

か らの試 料 採 取 と検定)

ア メ リヵ ス ミソニ ア ン研 究 所 主 任 コ ンサ ベ ー タ ー トム ・チ ェ イ ス

8.SimultaneousMultielementAnalysisofCoinsbyInductivelyCoupled

Plasma-OpticalEmissionSpectroscopy(ICPを 用 い る古 銭 の 分 析)

筑 波 大 学 講 師 野 津 憲 治

9・Non・DestructiveAnalysisofBronzeObjects(青 銅 器 の非 破 壊 分 析)

奈 良 国立 文 化 財 研 究 所 平 城 宮 跡 発 掘 調 査 部 考 古 第 一 調 査 室 研 究 員 沢 田正 昭

一73一
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事 業

〔セ ッシ ョ ン4遺 物 ・遺 跡 〕

10.L'ApplicationdesTechniquesdeFluorescenceXauLaboratoiredeRecherche

desMuseesdeFrance(ル ー ブノレ美 術 館 研 究所 に お け る螢 光X線 分析 の応 用)

フ ラ ンス ル ー ブル 美術 館化 学 分析 研究 主 任 ク リス チ ャ ン ・ラ ー ニエ

11・DisintegrationProductsfromRelicsandSites(遺 物 ・遺 跡 の 析 出物)

保 存 科 学 部 長 江 本 義 理

12.AnalysisandScientificEvaluationofWood,Textiles,Metals,Biological

Materials,andOthersExcavatedfromChunmaandWhangnamKing's

Tombs(5・6thCentury)ofSillaDynasty(天 馬 塚 及 び 皇 南 古 墳 の 木 材,繊 維,

金 属,生 物 試 料 等 の分 析 と科 学 的 考 察)

韓 国 原 子 力 研 究 所 副所 長 金 裕 善

第3日

〔セ ッシ ョン5核 技 術 〕

13.ConservationofCulturalPropertiesandMossbauerSpectroscopy(文 化 財 保

存 と メ スバ ウ ア ー分 光 法)

東 京 大 学教 授 富 永 健

14.ActivationAnalysisofTraditionalJapanesePaper(和 紙 の放 射 化 分 析)

保 存 科 学 部 化 学 研究 室 長 馬 渕 久 夫

15.LeadIsotopeRatiosinSomeJapaneseandChineseArchaeologicalBronzes

(日 本 ・中 国 の 考 古 学 的 青 銅 遺 物 の 鉛 同 位 体比)

名 古屋 大学 名誉 教 授 山 崎 一 雄

〔セ ッ シ ョン6一 般 問 題〕

ProblemsoftheMuseumLaboratory

〔出 席 者 〕

文 化 庁 文 化 財 保 護 部 長 他 関 係 官,東 京 国 立文 化財 研 究 所保 存 科 学 部,修 復 技 術 部 関

係 者,そ の 他,文 化 財 保 存 関 係 研 究 者,技 術 者 等100名
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国際 交 流

5国 際 ・国内交流

9

所 長 室

口米 芸 術 家 交 流 計 画4'よ る芸 術家 の受 入 れ を行 った 。

氏 名 ・国 籍:ペ イ トソ ・ホ ー ル(Peyton・Ha11)27才,米 国

専 門:建 築 学

口 的:文 化 財 建 造 物 の保 存 と 都 市計r珈 こ関 す る研 究

・受 入れ 期 間;(53 .9.18よ り8か 川ii})

美 術 部

美術部出版物 の諸外 国研究機 関 ・博物館 ・図盤館等 との交換,外 国の研究 者との交

流 も活発に行われ た。

国際交 流基 金の招 聰に より昭和51年6月20日 来 日した大韓民 国成釣館大学校廉股鋏

教授は,本 年度 も引続 き日韓美術交 流の研究 を行 った。

川上部長(53.7.18～8.4),鶴 田研究 員(53.7.18～8.12)は,林 維源記念文化財団

の招1稗に より台北市所在の中国絵画及び画家資料 を調査 した。

宮第一研究室長は,Pン ドン,ダ ブ リン,ニ ュー ヨークにおけ る中世 日本絵入 り図

轡に関す る国際会議に出席 し,会 議後 アメ リカ主要 美術館所蔵 の 日本中世絵 画,特 に

絵巻 を調査 した。(53.8.10～10.5)

柳沢主任研究官は,ハ ーバ ー ド大学か ら招珊 され,在 米 日本仏画の共同研 究に参加

す るため渡米 した。(53.9.4～11.10)

●

芸 能 部

柿木吾郎音楽舞踊研究室長は,日 木学術振興会の研'究費に よる国際 共同研究 「イン

ドネシア音楽 の民族音楽学的研究」 の第一次調査 として,オ ー ス トラ リア,ニ ュージ

ー ラソ ド
,イ ン ドネシアの現地調査 を行い,イ ン ドネシアには三隅治雄芸能部長並び

に橋本弘次情 報資料部員が同行 した。(53.7.20～9.10)

の
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保 存 科 学 部

保存科学部,三 浦定 俊物理 研究室技官は文部 省在外研究 員(長 期)と して,昭 和53

年11月1日 よ り同54年10月30日 まで 「遺跡建造物におけ る水分の挙動に関す る研究」

の 圓的で,フ ランス(フ 史記念物 研究所,建 築土木研究所等)を 中心にイ タ リヤ,ベ

ル ギー,イ ギ リス,カ ナ ダ,ア メ リカ合衆国等に 出張,現 在 フランスに滞在 して研修

を行 っている。

修 復 技 術 部

第三修復技術研究室青木繁夫研究員は昭和53年 度科学研究費補助金 に よる 「イ ラ

ク ・ハム リン山地 テル,グ ッパ発掘調査」(研 究代表者,国 士館大学イ ラク古代文 化

研兜所,藤 井秀夫)の 団員 として,昭 和53年5月9日 より同年6月22日 までイ ラクに

出張 し出土人骨に対す る考古学的取 り上げ(埋 葬状況を把握 す るため遺構 ごと取 り上

げ る)及 び人類学的取 り上げ(人 骨だけを取 り上げ計測可能な までに強 化する)処 置

を爽施,指 導 した。

第一修復技術研究室西浦忠輝研究員はユ ネス コか ら奨学 金を受け て昭和53年4月24

周よ り同年7月28日 まで,イ タ リヤ ・ベ ニスにおけ る ユネス コ主催 「石の保 存と処

置」研修会に参加 し,そ の後 アメ リカ合衆国 ニュー ヨー ク大学で同 じく石造文 化財保

存に関す る研修を行 った。

情 報 資 料 部

外国 の美術史研究者で,当 部の資料を利用 して研究を行 い,又 研 究上 の意見 を交換

す るなど,今 年度 も多数の来訪者があった。

久野情報資料部長は大韓民国に出張 し,瑞 山 ・泰 安の石仏,慶 州南山の諸像 の調査

を行 った(53.4.29～5.2)。 またイ ン ド・ス リランカに出張 し,古 代仏教芸 術及 び ヒン

ドゥ教彫刻 の調査 を行 った。(53.12.26～54.1.8)

江上主任研究官 は,イ ン ド・パ キス タン ・ア フガニスタ ソに出張 し,各 地 の博物 館

並びに遺跡 におけ る古代文様資料並びに絵 画資料について調査 した(53.8.21～9.4)。

上野文献資料研究室長は中華人民共和 国に出張 し,北 京 ・西 安 ・太原 ・大同 の各地

で中 国古代美術の調査を行 った。(53.7.5～7.18)

-7s‐
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国 際 交 流

米倉研究員はア メリカ合衆 国に出張 し,各 地 の美術館に おい て日本 中世絵画 作品,

資料について調査を行 った。(53.8,24～10.26)

関 口写真資料研究室長 は科学研究費海外学 術調査 「イラ ン ・イラクにおけ る美術 ・

考古学的調査 」(代 表者 ・東京大学 深井晋 司)に 参加 し,イ ラン南西部 の ターク ・

イ ・ブス ター ン磨崖浮彫 の調査 を行 った。(53.9.6～10.26)

o

海 外 研 究 者 の来 訪

保存科学関 係者,博 物 館関係者 の保存科学部,修 復技術部への施設視察及び意見交

換,研 修等のための来 訪者は昨年来増加 してお り,下 記の よ うに19名 に達 した。

・イ ラン考古 調査 セ ンター長 フイ ロス ・バ ゲル ザデ氏

・西 ドイ ツ考 古学研究所 フラン ツ ・シューベル ト博士夫妻

・棘国文化財 研究所長 金正基博士

・ア メ リカ合衆国国土地理院 フレデ リック ・ドイル氏

・西 ドイ ツ技 術大学写真 測畳研究所 ゴッ トフ リー ト・コネクニイ氏

・ア メ リカ合 衆国ボス トソ美術館L・M・ ス ミス女史

・西 ドイ ツ国立 ブロイセン博物館群 ラ トゲン研究所長

・マ レイシア国立博物館

・チ ュニジア国立博物館長

・イギ リス王立 図書館修復員

・ア メ リカ合衆国ボス トン美術館

.ICCROM会 長

・フ ラソス国立博物館群絵画修復部

・ノル ウェイ ・ス ヌメヤ博物館染織部長

・フ ランス国立博物館群保存部員

ヨー ゼ フ ・リー・デ ラ ー博 士

M・R・B・H・ アー マ ド氏

エ ナ ル フ ァ ・ム ーギ氏

ロイ ・グ レイ 氏

ウ ェ ンデ ィ ・ジ ェサ ヅ プ氏

バ ー ナ ー ド ・M・ フ ィー ル デ ン博 士

セ ゴ レ ー ヌ ・F・ ベ ル ジ ョ ン女 史

J・ プ リス ボ ル ド女 史

ク リス テ ィヌ ・シ ミズ女 史

・ア メリカ合衆 国建築家(日 米友好基金交換芸術家)

・チ ュニジア文化省渉外担当審議官

・同,エ ルジ ェム博物館員

・韓 国文化財研究所保存研究科学室員

(国際研究集会招待者6名 を除 く)

一??一

ジ ョー ジ ・ペ イ トン ・ホ ー ル氏

A・ グ マ ール氏

ヘ デ イ ・ス リム氏

李 塑根 氏
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1

事 業

招 へ い 研 究 員

昭和53年 度 よ り招 へい研究 員の制度が設け られ,国 外2名,国 内2名 の研究員 に委

嘱 され,下 記の ように共同研究が行われた。

1)ク リスチ ャソ ・ラー ニエ博士(フ ランス博物 館研 究所)

共同研究課題 古文化財の機器分析

研 究 代 表 者 保存科学部化学研究室長 馬渕久夫

委 嘱 期 間53年11月13日 ～12月12日

2)ナ サ ン ・ス トロー博士(カ ナダ国立博物館)

共 同研究課題 古文化財に及ぼす湿度 の影響

研 究代表者 及び共 同研究者 保存科学部化学研究室長 馬渕久夫

主任研究官 見城敏子

委 嘱 期 間53年11月24日 ～12月27日

3)藤 井 清志(苫 小牧工業 高等 専門学校)

共同研究課題 質 量分析計へ のマイ クロコンピ.1""タ の応用

研 究 代 表 者 保 存科学部化学 研究室長 馬渕久夫

委 嘱 期 間53年7月22日 ～8月31日

4)小 野 尭之(東 北大学工学 部助教 授)

共 同研究課題 遺 跡の崩 壊防止のための合成樹脂処 置法 の研究

研 究 代 表 者 修復技術部第三修復技術研究室長 樋 口清治

委 嘱 期 間53年10月5日 ～11月19日

●
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W研 究施設 ・設備

1蔵 書

美 術部 ・情 報 資 料 部

日本 ・東洋ilr美術,日 本近 代 ・現代 美術,西 洋 美術 のnに わた る研究 書を中心

に,関 連図 書,各 種叢 薄,辞 典類な ど和漢i匡1(31,057),洋 需(3,763)計34,820冊 の

ほか,各 都道府県市町村教育委 員会編集の 文化財関係報/t:-11,美 術関係雑誌,紀 要

類,売 凱n録,展 覧会 目録な どを所蔵 し,部 内外及び研究所外 の研究 者の利用に供 し

て いる。

芸 能 部

雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸そ の他わが 国の伝統芸能

の研究 に必要な図書4,903冊 を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞 伎新 報 ・歌舞 伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝

説 等の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本 も収集 してい る。

保存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

古来 の伝統的生産及び工芸技術 爵,技 術史,又 は 数少 ないそれ らの科学的究 明を試

み たもの,修 理工事報告書,及 び化学 ・物 理 ・生物 学部 門の保存科学 に関連 ある和洋

書 を合わせて2,121冊 を所蔵 してい る。

昭和52・53年 度の新蔵 書数は次の とお りであ る。

区 分

昭 和52年 度

美 術 部
情報 資料部

和漢書 洋 書

1,007冊1 58冊

79〃

芸 能

和漢書

昭 和53年 度982〃

296冊

346〃iI

部 保存科学部
修復技術部

洋 書 繊 書1洋 書
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研究施設・設備

2資 料

葵 術 部 ・情 報 資 料部

爽物 よりの直接撮影 に よる写真 を含む写真資料 の作成整理 と,購 入写真,複 写写真

に よる補足整備 に加 えて,印 刷物 中の図版を もお さめ るとい う方式で,当 研 究所設立

当初 より一貫 して力を注 いで きた写真資料を有す る。それ らは 日本 ・東洋 古美術,日

本近代 ・現代美術,西 洋 美術 の全域にわた り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建

策 等の賭部門に及ぶ 。特 別大型 の ものか ら小型 のものまで総数凡そ24万 点,原 板保 有

1は ほぼ3分 の1に あた り,別 にマイク ロ ・フ ィルム250巻 があ る。写 真資料 のほか,

拓本,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スク ラ

ップ等 と,図 書 カー ド,図 版 カー ド,各 種索 引類 な ど多数。

o

芸 能 部

レコー ド・録音テ ープ ・写 真(8ミ リ・16ミ リシネを含む)等 に よる芸能資料を多

数 そなえ ている。 レコー ドには,毎 年 各製 作会社 か ら発売 され る伝統芸能関係 レコー

ドのほか,昭 和35年 度文部省機関研究 費に よって購 入 した安原 コ レクシ ョンレコー ド

5,450枚 が含 まれてい る。 安原 コレクシ ョソは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわた って発

売 された各種邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近 代 におけ る邦楽 の実態 と変遷を知 る

上 で貴重 な資料 であ る。録音 テー プ及び写 真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺

院 行事 ・民俗芸能そ の他 の伝統芸能を対象に記録 して きたもので,奏 演法 の解析を中

心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真等 も含 んでい る。種別に よる所

蔵 数は次 の とお りで ある。

区 分 レ コ ー ド 録音 テープ

シ ネ フ ィル ム

写 真sIlst
昭 和52年 度
ま で の 累 計

6,219枚 2,111本 ・98本1 3本 多 数

昭 和53年 劇1・4〃lg5〃1・ 〃1・ 〃1〃

計 6,323〃 2,206〃 198〃 3〃 〃
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資料 ・機器設備

3機 器 ・設 備

美 術 部 ・情 報資 料 部

機 器

1.X線 透過撮影装置

(1)可 搬式 ソフテ ックス装置(J型)

(2)可 搬式 ソフテ ックス装置(新J型)

(3)携 帯用 ソフテ ックス装 置(E型)

2.紫 外 線照身,装置

(1)可 搬 式照射装 蹴(フ ィリップス紫外線 ランプ及び専用 トランス)

② 携帯 用紫外線検査器

3.顕 微鏡装 置

(1)双 眼実体顕微鏡及び写真 」

(2)

び携帯用ス タン ド)

㈲ 検査顕微鏡用側視鏡 ユニ ッ ト・モ ノフ ォ ト装置

4.マ イ クロ写 真関 係設備

に)マ イ クロ写真撮影装 置(付 白動現像機,

新型双眼実体顕微鏡及びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支持台及

(2)ポ ー タ ブ ル ・マ イ ク ロ写 真 撮 影 装 置

(3)マ イ ク ロ閲 読 機(ル ーモ 祉 製)

(4)リ ー ダ ー プ リン ター

5.デ ァス コー プ(視 聴覚 教 育 装 置)

6.カ メ ラ類

(1)リ ンホ フ カル ダ ン

(2)リ ン ホ フ テ ヒニ カ

(3)コ メ ッ ト ・ス トロボCP-1200DX

(4)工 業 用 フ ァイ バ ース コー プ

7.引 伸 機

一81一

1式

1式

1式

2台

1台

1式

1式

1式

プ リンター,引 伸機 ・乾燥機等)

1式
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3台

1台

1台

1台

3台

1台

1式



研 究 施 設 ・設 備

(1)オ メ ガ(4×5)

(2)フ ジA690

(3)フ ジS69

8.複 写 台 コ ピー ス タン ド(1300)

9.乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)

10.ド ライ マ ウ ソ ト シ ー ル コマ ー シ ャル210M

ドライ ーrウ ソ ト シー ル コマ ー シ ャル70

11.-1ル チ カー ドセ レ ク タ ー(HAC841S型)

12.複'ゲ 機 ユ ー ビ ッ クス480

13,製 本機 サfバ イ ソ ドT220

芸 能 部

機 器

1.分 析 機 器

(1)ピ ッチ レ コー ダ ー

(2)メ ロ グ ラ フBT型

2.オ ー デ ィオ関 係 機 器

(1)レ コー ドプ レー ヤ ー

(2)テ レ ビ

(3}テ ー プ レ コー ダ ー

(4)ビ デ オ テ ー プ レ コー ダー

(5)ス テ レオ 音 声 調 整 卓

(6)ス ピー カー

3.撮 影 ・映 写 機 器

(1)16%撮 影 機

②16%映 写 機

(3)8臓 撮 影 機

(4)8臓 映 写 機

(5)35%写 真 機
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(6)35%マ イ クロフ ィル ム解読 装置

(7)35%マ イ クロフ ィル ム解読 ・複写 装置

⑧16%マ イ クロ写真 機

⑨16%シ ネ フ ィルム分析 装置

4.照 明 器 具

(1)ス タ ジオ用照 明器 具

保 存 科 学部 ・修 復技 術部

機 器

1.強 度 ・劣化試験機

(1)サ ンシャインウェザーメーター(劣 化促進試験機)

(2)万 能試験機(島 津,オ ー トグラフ,イ ンス トロン型,10ト ン)

㈲ 回折格子光照射器

(4)紙 耐揉強度試験機

(5)衝 撃試験 機(シ ャル ピー,ア イ ゾ ッ ト兼用)

(6)紙 耐折試験機(MIT)

2・ 顕 微鏡 装置

(1)金 属顕微鏡

② 生物 顕微鏡

(3)表 面 アラサ顕微鏡

(4)万 能顕微鏡

(5)走 査型電 子顕 微鏡(JSM-50A型)

3.分 析 装 置

(1)ガ ス クロマ トグラフ(ガ ス分析,水 素イオ ソ化検 出器 ・

熱 伝導 検出器 ・熱 分解装 置付)

(2)ポ ー ターガスアナ ライザー(MIRAN-1型)

③ 回折 格子 自記 赤外分光光度計

(4)〃 赤外顕微鏡

㈲ 自動記録式示差熱天秤
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一
研究 施設 ・設備

(6)灰 素 ・水素 ・窒 素分析計

(7}光 電分光光度計(自 記)

(8)螢 光X線 分析装 置(標 準 型及 び非破壊 用大型試料台つ き)

〔9)可 搬式螢光X線 分析装 置(現 場可搬 用)

(1①X線 回折装 置及 びデバイシ ェラーカ メラ,ラ ウエ カメラ(結晶同定)

(11)発 光分光分析装 置(M1型)(高 圧整流スパー ク,直 流 アー ク)

働 質量分析計(JMB-05RB単 収束型)

(13)X線 マイ クロアナ ライザ ーSDS-269(JSM-50A附 属)

(1の 原子吸光分析装置(マ イ クロコンピュー タ付)

(15}プ ラズマ リアターPR-151

4.非 破壊検査装置

(1)工 業用X線 発生装置(60KVP,4mA)

(2)工 業用X線 発生装置(200KVP,8mA)

(3)Co-60γ 線線源(透 視用3c及 び0.2c)

(4)赤 外線TVカ メラ装置

⑤ 超音波探傷装置

(6)超 音波探傷器UFD-201型

(7)超 音波式 コソ クリー ト試験器

⑧ 〃 厚 み測定器

5.物 性 測定機

(1)粒 度分布測定装 置

② 熱膨 張計

㈲ レナ メー ター(粘 性試験 用)

(4)直 読式動的粘弾 性測定器

㈲ 真空蒸着装置(表 面 薄膜 形成用)

⑥ 鯖 振盛機(標 準 フルイ付)

6.照 明及び温湿度装置

(1)自 記分光放射計(光 源の分光測定)

② ライ トガイ ドカラーメーター(色 彩測定)
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(3)恒 温恒湿槽(0°C～40℃20～90%)

(4)風 速計(熱 式)AMO1

7.殺 虫殺菌 装置

(1}滅 菌装置

(2}減 圧殺 虫装 置

(3}ガ ス滅菌装 置GS-15特 型

8.菌 種保存 用装 置

(1)超 低温槽(-50°C)

(2)冷 却遠心機(-5°C～5°C)

9.環 境 汚染 測定装 置

(1)粉 塵計(記 録装 置付)

10.修 復処置装 置

(1)真 空凍結乾燥装 置

② 減圧含浸装置

(3)エ ヤブラ ッシュ装置

(4}合 成樹脂圧入装置

(5}水 浸木材用含浸裟 置

(6}熱 風恒温乾燥機

(7》 装漢用備品

(8)万 能木工機

(9)3鹿1淡 機

ノよミ田言己念室

1台

1台

2台

1台

1台

1台

1台

1式

式

式

式

式

式

台

式

台

台

唱⊥

-
占

¶⊥

-
⊥

1

1

1⊥

-
占

噌⊥

●

5

4黒 田記念室

黒田記念室は,本 研究所 の創 立者 故帝 国美術院 長予酎黒 田消輝 の功績 を記 念す るた

めに設け られた陳列室 であって,黒 田(i'i'輝の油絵 ・素描 ・写生帳等 を収蔵 してい る。

創立当時 主 として黒 田家 か ら寄贈 され たものは,油 絵125点,素 描170点,写 生帳

等であ るが,そ の後黒 田照子 夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈が加わ った。収

蔵品の主な るものは,「知感情」・「花野」・「湖 畔」・「赤髪 の少女」・「もるる 日影」・「温

室花壇 」等 である。 また昭和52年 度 より,黒 田清輝作品 の地方巡回展 の予第 が認め ら
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閲覧室

れ,本 年度は千葉県立美術館で開催 した。

5閲 覧 室

本研究所 美術部資料室 の図書及 び研究資料は主 と して研究者 ・学者 ・美術関係専攻

の学生 等に公開 している。年 間の閲覧者数は,延1,000名 程度 であ る。

e

白
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皿 旧 職 員

」

昭和53年度における転退職者

所 属匿 職 矧 氏

課務庶

名1在 職 期 間 障 考

官
長

員

務
課

佐

事

補

部
務

務

文
庶

事

員佐補能技

松 原 尚 躬

中 村 ひろ代

豊 田 三智子

54.4.154.3.31

52.4.154.3.30

51.10.1653.12.31

研
出

職

職

地
転

極
へ

立
所

国
究

退

退

曾

,
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】X関 係 法 規

◎文部省設置法(縢 罐 鵜 箋羅 律第55号)(抄)

第3節 附属機関

(附属機関)

第36条 第43条に規定するもののほか,文 化庁に,次 の機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立国語研究所

国立文化財研究所

日本芸術院

2前 項の機関(日 本芸術院を除く。)の長は,文 化庁長官の申出により,文 部大臣

が任命する。

(国立文化財研究所)

第41条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を

行う機関とする。

2国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 のとおりとする。

名 称

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

位 置

東 京 都

奈 良 市

3国 立文化財研究所V'は,支 所を置 くことがで きる。

4国 立文化財研究所及びその支所の内部組 織は,文 部省令 で定め る。
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◎文部省設置法施行規則螺 灘 騙 晶 覇鱗薩 鰭 令第33号)(抄)
第5章 文化庁 の附属機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 東 京国立文化財研究所

(所長)

第117条 東京国立文化財 研究所 に,所 長を置 く。

2所 長は,所 務を掌理す る。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の5部 を置 く。

一 美 術部

二 芸能部

三 保存科学部

四 修復技術部

五 情報資料部

(庶務課の事務)

第119条 庶務課においては,次 の事務 をつかさ どる。

一 職員の人事に関す る事務を処 理す るこ と。

二 職 員の福利厚生に関す る事務を処 理す ること。

三 公文書類 の接受及び公印の管守その他庶務に関する こと。

四 経 費及 び収入 の予算,決 算その他会計に関す る事務 を処理す ること。

五 行 政財 産及 び物 品の管理に関す る事務 を処理す ること。

六 庁内の取締 りに関す ること。

七 前各号に掲 げ るもののほか,他 の所掌 に属 しない事務を処理す ること。

(美術部の2室 及び事務)

第120条 美術部に,第 一 研究室 及び第二研究室 を置 く。

2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世 の美術並 びに東 洋美術),Y関

す る調査研究 を行 い,及 びその結果 の公表を行 う。

3第 二研究室 にお いては,わ が国の近代及び現代の美術 並びに西洋美術に関す る調

査研究を行 い,及 びそ の結果 の公表を行 うとともに黒田記念室 に関す る事務をつか

一89一



関 係 法 規

さどる。

(芸能 部の3室 及び事務)

第121条 芸能部 に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を 置 く。

2演 劇研究室 においては,演 劇 及びその保 存に関す る調査研究を行 い,並 びにそ の

結果 の公表 を行 う。

3音 楽 舞踊研究室 においては,音 楽及 び舞 踊並 びに これ らの保存 に関す る調査研究

を行 い,並 びにその結果の公表を行 う。

4民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能 及びその保 存に関す る調査研究 を行 い,並

びにその結果 の公表を行 う。

(保存科学部の3室 及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物 研究室を置 く。

2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関す る化学 的調査研究(分 析化学

的調査研究を含む。)を 行い,並 びにそ の結果の公表を行 う。

3物 理研究室 におい ては,文 化財及びその保存に関す る物理学的調査研 究を行い,

並び にその結果 の公表を行 う。

4生 物 研究室 においては,文 化財 及びそ の保存に関す る生物学的調査研究を行い,

並び にその結果 の公表 を行 う。

(修復 技術部の3室 及び事務)

第122条 の2修 復技 術部 に,第 一 修復技術研究室,第 二修復技術研究室及び第三修

復技 術研究室を置 く。

2第 一修復技術研究室においては,木,漆 そ の他次項及び第4項 の材料以外 のもの

を材 料 とす る文化財の修復 に関す る科学的,技 術的調査研究 を行 い,及 びそ の結果

の公表を行 う。

3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革 を材料 とす る文化財 の修復に関す

る科学的,技 術的調査研究を行い,及 びそ の結果 の公表 を行 う。

4第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料 とす る文化財 の修復 に関

す る科学的,技 術的調査研究を行 い,及 びその結果の公表 を行 う。

(情報資料部 の2室 及び事務)

第122条 の3情 報資料部に,文 献 資料研究室及び写真資料研 究室を置 く。
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2文 献資料研究室に おい ては,第118条 第1n,」か ら第4号 までに掲げ る各部の所掌

に係 る文献資料 その他 の資料(写 真 資料 を除 く。)の 作成,収 集,整 理,保ii,公

表,閲 覧及 び調査研究 を行 う。

3写 真 資料研究 室においては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲 げ る各部の所掌

に係 る写真資 料の作成,収 集,整 理,保 管,公 麦,閲 覧及 び調査研究を行 う。
∂

◎文部省定員細則(縢 罐5i脇 晶羅 鱗 笠襯 訓令鋤)(抄)

t

喝

文部省定tl規 則(昭 和44年 文詔1省令第12}})第2項 の規 定に基づ き,文 部劣定 員細

則を次の ように定 め る。

文部省定員細則

1文 部省に係 る行政機関職C1定 員令(昭 和44年 政令%(;121)第1条 に規定 す る定

L1(以 下 「定11令 第1条 定 員」とい う。)及 び沖縄 の復帰V'伴 う行政機 関の職 員の

定員に関す る法律の適用の特別措置に関す る政令(昭 和47年 政令 第191号)第1条

に規定す る定員(以 下 「特描法政令定 員」 とい う。)別 の本省の各内部部局,各 国

立学校,各 所轄機関及び各附属機関別の定 員並びに文化庁の各内部部局 及び各附属

機関別 の定員は,次 の表の とお りとす る。

文 化 庁

区 分!定 員 令 第 ・条 定 員

ll、45人

附 属機 関 国立文化財研究 所 各国立文化財研 究所 を通 じての
1定 員 とす る。

2各 国立大学,各 国立高等専門学校,各 国立大学共 同利用機関,各 国立青年の家,

各国立博物館,各 国立近代美術館及び 各国立文化財研究所の定員は,国 立学校及び

本 省の附属機関 にあ っては文部大臣,文 化庁 の附属機関にあ っては文化庁長官が,

それぞれ,前 項 に規定す る当該国 立学校又は附属機関 別の定員 の範囲内 におい て,

別 に定 め る。

附 則

1こ の訓令は,昭 和53年4月5日 か ら施行 し,改 正後の文 部省定 員細 則第1項 の規
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関 係 法 規

定及び次項 の規定は,昭 和53年4月1日 か ら適用す る。

◎国立渤 館等の難 型9
いて(昭 和44年5月26日 文化庁長官裁定昭和53年4月5日 改正)(抄)

文部省定員細則(昭 和44年文部省訓令第12号)第2項 の規定に基づき,各 国立博物

館,各 国立近代美術館及び各国立文化財研究所の機関別の定員を次のとおり定める。

a

・

機 関

ー

附

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所

定 員

46人

則

この 裁定は,昭 和53年4月1日 か ら適用す る。

◎教舩 獺 特例法施行令(昭 和24年1月12日 政令第6号最終改正 昭和50年4月17日 第74号)(抄)

(教育公務員以外の者)

(略)

第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年 法律 第146号)第14条 〔国立 の学校等〕及び

第36条 第1項 〔附属機関〕に掲げ る機関(日 本芸術院を除 く。)並 びに国立学校設

置 法(昭 和24年 法律第150号)第3章 の3〔 国立大学共同利用機 関〕 に規定 す る機

関 の長 及び その職員 の うちもっぱ ら研究又は教育に従事す る者並 びに国立養護教諭

養 成所 設置法(昭 和40年 法律第16号)に よる国立養護教諭養成所の所 長,教 授,助

教 授及び助 手については,法 第4条 〔採 用及び 昇任 の方法〕,第7条 〔休職の期間〕,

第11条 〔服 務〕,第12条 〔勤務 成績 の評定 〕,第19条 〔研修〕,第20条 〔研修 の機会〕

及び第21条 〔兼 職及び他の事業等の従事〕中国立大 学の学長及 び教員 に関す る部分

の規定 を準用す る。 この場合において,こ れ らの規 定中 「大学管理機 関」 とあ るの

は次 の各号 の区別に従 って読み替え,こ れ らの機関の長及びその職 員をそれ ぞれ学

長 及び教 員に準ず る者 としてこれ らの規定を準用す るもの とす る。

法第4条 第1項 〔採 用及び昇任 の選考〕 につ いては,国 立学校設置法第3章 の3

に規定す る機関の長及びその職 員にあた っては 「文部省令で定め るところに よ り任
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命権者」,そ の他の機関の長及びその職 員にあ っては 「任命権 者」

二 法第4条 第2項 〔採用及び昇任の選考の基 準〕 第7条,第11条 及 び第12条 につ

いては,「 任命権者」

附則(政 令74号 改 正)

この政令 は,公 布の 日か ら施行す る。

◎ 東 京 国立 文化 財 研 究所 部 室 長 会議 運 営規 則(昭 和45年1刀23日 所長裁定)

節1条 東京国立文化財研究所 部室長 会議(以 下 「部室長会議」 とい う。)の 運営に

つ いては,こ の規則 の定め るところによる。

第2条 部室長会識は,本 研究所の重要事項について協議 し,各 部課相互の連絡をは

か ることを 目的 とす る。

第3条 部室長会議は,次 の 各号に掲げ る職 員を もって組織 する。

一 所 ・長

二 各部長

三 各室長

四 課 長

第4条 部室長会議は所長が招集 し,そ の議長 とな る。

2所 長 に事故 あるときは,会 議出席者の中か ら互選に よ り議長を定め る。

3所 長は必要 と認め る職員を会議に 出席 させ ることがで きる。

第5条 部室長会議は原則 として毎月1回 開催 す る。 ただ し緊急 を要す る場 合は,随

時開催す ることがで きる。

第6条 部室長会議 に関する事務 は,庶 務課が これ にあた る。

第7条 この規則に定 め るものの他,会 議 の運営 に関 して必要な事項は,別 に定め る。

附 則

この規則 は,昭 和45年1月23「1か ら施行す る。

a
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関係 法 規

◎棘 国立文化財研究所受託研究取扱規程(昭 和46年3月15日 所長裁定昭和47年10月2日 改正)

(趣 旨)

第1条 この規程は,東 京 国立文化財研究所(以 下 「研究所」 とい う。)に おけ る受

託研究(外 部か らの委託 を受け て公務 と して行 う研究 で,こ れに要す る経費を委託

者が負担す るものをい う。)の 取扱 いに関 し必要 な事項を定め るものとす る。

2受 託研究は,研 究所 の文化財に関す る調査研究上有意義であ り,か つ本来の調査

研究に支障がな く,当 該年度 の予算額 の範囲 内V'お いて行 うものとす る。

(受託の条件)

第2条 受託研究の受入れ条件 は,次 の各 号に掲げ るとお りとす る。

(1》 受託研究は,受 託者が一方 的に中止 す るこ とはできないこと。

② 受託研究の結果,工 業所有権等 の権 利が生 じた場合には,当 該権利を無償で使

用 させ,又 は譲与す るこ とはできない こと。

③ 受託研究に要 す る経 費によ り取得 した設備等は,返 還 しない こと。

(4}や むを得ない事由に より受 託研究 を中止 し,又 はそ の期間 を延長す る場合にお

いて も,研 究所は,そ の責 を負わず,ま た,原 則 として受託研究に要す る経費を

受託者に返還 しない こと。 ただ し,特 に必要があ ると認めた場合は,不 用 とな っ

た経甕の額の範囲内において,そ の全 部又は一部 を返還す ることがあ ること。

(5)委 託者は,受 託研究に要す る経費 を,当 該研究 の開始前 に納付す ること。

2所 長は,前 項に定 め るもののほか,必 要 と認 める条件 を別に定め ることがで きる。

3委 託者が国の機関,政 府関係機 関又 は,地 方公共団体で ある場合は,第1項 第3

号及び第5号 の条件は,こ れを付さない ことができる。

4委 託者は,必 要があ る場 合は,所 長 の承認 を得 て,そ の委託にかか る研究を協力

して行 うことがで きる。

(決定の方法)

第3条 所長は,当 該研究を担 当す る職 員,当 該職 員の所属す る室及び部の長の意見

を徴 した うえ受託研究の受入れを決定す る。

(受託の 申込等)

第4条 受託研究 の申込みを しようとす る者は,別 紙様 式に よる受託研究 申込書 を所

.,
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長に提出 しなければな らない。

2所 長は,受 託研究の受入れ を決定 した ときは,そ の旨委託者及び研究所契約担当

職 員に通知す る ものとす る。

3前 項 の通知 に基 づき契約担 当職員は,契 約を締結 した 旨を,所 長に通知す るもの

とす る。

(研究 の中止等)

第5条 受託研究を担当す る職員は,当 該 研究を中止 し,又 は,そ の期間を延 長する

必要があ ると認めた ときは,た だちに所 属の室及び部の長を経 て所 長に報告 し,そ

の指示を受け るもの とす る。

2所 長は,受 託研究の遂行 上や むを得 ない理 由がある と認めた ときは,こ れ を中止

し,又 は,そ の期 間を延長 す ることを決定 し,そ の旨委託者及 び契約担 当職員 に通

知す るもの とす る。

(研究結果 の報 告等)

第6条 受託研 究を担 当す る職員は,当 該研究が完 了 した ときは,そ の結果を所属の

室及び部 の長 を経 て所長に報告す るもの とす る。

2委 託者に対す る受託研究 の結果の報告は,当 該研究を担当 した職員が前項の報告

後行 うもの とす る。

3受 託研究の成果を公表す るときは,所 長の承認を得 て当該 研究を担 当 した職 員が

行 うもの とす る。

附 則

この規程 は,昭 和46年4月1日 か ら施行す る。

附 則(昭 和47年10月2日 改正)

この規定 は,昭 和47年10月2日 か ら施行す る。

,
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関 係 法 規

〔別紙様式〕

受 託 研 究 申 込 書

昭和 年 月 日

東京国立文化財研究所長 殿

住 所

氏 名(名 称 ・代表者)印

東京 国立文化財研究所受託研究取扱規程第4条 第1項 の規定に よ り,下 記 のとお り

受 託研究 の申 し込み を します。

記

1.研 究題 目

2.研 究 目的及び内容

3.研 究に要す る経 費

4.研 究用資材,器 具等の提供

5,そ の他

塾

■
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黒 田 子 爵 記 念 室 観 覧 規 程(昭 和12年11月29日 制定)

第1条 本研究所り黒田子爵記念室(以 下単に 「記念室」 とい う。)は,こ の規程 に

ょって一 般に公開す る。

第2条 観覧は無料 とす る。

第3条 観 覧者は,備 付け の帳 簿に現住所,氏 名を記載 し,掛 員の指示 を受け る もの

とす る。

第4条 陳列品 の模写又は写 真撮影 を希塑す る者は,予 め爵面 によ り届 出で許可を受

けなければな らない。

策5条 観覧者は,記 念室内 にお いて左の1'項 を行 ってはな らない。

1陳 列品に手 を触れ ること。

2イ ンク ・墨汁等を使用す ること。

3飲 食及び喫煙をなす こと。

策6条 観 覧者が この規 程に違 反 し,又 紀念室 公開の趣 旨に反す る行為 がある と認め

るときは,退 場を命ず ることがあ る。

第7条 観 覧の 日時 は毎週 木曜 日午後1時 か ら同4時 までと し,観 覧 を停止す る 日は

左 の通 りとす る。

祝 日

開所記念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

第8条 本研究所において必要があ るときは,前 条 の 日時を 随時変更 す ることがあ

る。ただ し,こ の場合は予め掲示す る。

3

畢

◎ 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 招 へ い 研 究 員 規 程(II和53年8月1日 ゆr長裁定)

(目 的)

第1条 この規程は,東 京 国立文 化財研究所(以 下 「研究所」 とい う。)が 実施す る

特定の調査研究を推進す るため,研 究所が協 力を依頼 し,招 へ いす る研究者(以 下

「招へ い研究 員」 とい う。)の 選考等につ いて定め ることを 目的 とす る。

(招へい研究 員の資格)
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関 係 法 規

第2条 招へい研究員の選考は,次 の各号の一 つに該当す る者の うちか ら行 う。

一 修士以上 の学位を有 し,か つ,研 究上の業績があ る者

二 研究所の調査研究に関連 した研究業績に よ り,前 号に規定 す る者 と同等以上 の

学 力及 び研究能 力を有す ると認め られ る者

(招へ い研究員 の選考)

第3条 招へい研究 員の選考 につい ては,そ の都度次に掲げ る者を もって構成す る選

考審査会の審 査を経 て所長 が決定す る。

一 所 長

二 各研究部 長

三 研究職の職員の うちか ら,所 長が指名す る者

(招へい研究員の委嘱)

第4条 研究所長は,招 へい研究員を 決定 した ときは,「 東京国立文化財研究所招へ

い研究員」 と して委嘱す るもの とす る。

(招へ い研究員 の任務)

第5条 招へ い研究員は,研 究所 において1か 月以上～3か 月以内,所 長 の指示に従

い特定 の調査研究 に参画す るものとす る。

(報告書の提 出)

第6条 招 へい研究 員は,委 嘱期 間が満了 した とき若 し くは病気その他やむを縛ない

事由に より研究を中止 した ときは,遅 滞 な く実績報告書を作成 し,所 長に提 出しな

ければな らない。

(旅費 の支給等)

第7条 招へい研究員の旅費(滞 在費 を含 む。)支 給手続そ の他 この規程 の実施に必

要 な礒項については,別 に定め る。

附 則

この規程は,昭 和53年7月10日 か ら適用す る。

◎東京国立文化財研究所名誉研究員に関する内規
(昭和53年9月26日 所長裁定)

第1条 東京国立文化財研究所(以 下 「研究所」という。)に多年勤務し,研 究所の

調査研究及び事業に特に顕著な業績を挙げ又は研究所の運営,発 展に尽力して特に
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功績 のあ った退職者につ いてそ の功に報い るため,こ れを東京 国立文 化財 研究所名

誉研究員(以 下 「名誉研究員」 とい う。)と す るこ とが できる。

第2条 名誉研究員は,各 部 の推薦に よ り部室長会 議の議 を経 て所長が決定す る。

第3条 名誉研究員には,研 究所が発行す る各種出版物 の配布及 び研究 室利 用等 の便

宜供 与につい て特に配慮す る。

第4条 名誉研究員を決定 した ときは,原 則と して開所記念 日に これを発表す る。

附 則

1.こ の内規は,昭 和53年10月1日 か ら施行す る。

2.研 究員であ った者で,こ の内規施行 の 日以 前に退職 した者について もこの内規を

適用す る。
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